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山
形
県
立
自
治
講
習
所
農
場
日
誌
―
―
昭
和
三
年 

第
十
三
期 

 

〔
表
紙
〕
昭
和
三
年
五
月
七
日 

農
場
日
誌 

山
形
県
自
治
講
習
所
第
十
三
期 

〔
十
一
月
四
日
ま
で
頁
が
振
っ
て
あ
り
、
１
か
ら
146
頁
ま
で
あ
る
。
末
尾
の
５
頁
は
頁
が
振
っ
て
な

い
。
以
下
、
頁
は
記
さ
な
い
。
〕 

 

四
月
三
十
日 

晴 

須
藤
春
雄 

一
、
先
発
隊
氏
名 

須
藤
春
雄
、
叶
内
庄
五
郎
、
堀
健
蔵
、
坂
野
吉
六
、
五
十
嵐
政
道
、
以
上
五
名 

一
、
米
一
斗
、
味
噌
二
貫
匁
、
黒
砂
糖
五
百
匁
、
鮭
𨫝
三
ヶ
、
持
参
す
。
外
に
ナ
フ
タ
リ
ン
二
ヶ
、

石
炭
酸
、
ク
レ
オ
リ
ン
各
一
ヶ
。 

一
、
山
ノ
内
よ
り
農
場
ま
で
道
路
雪
多
し
。 

 

五
月
一
日 

曇
天 

一
、
作
業 

朝
仕
事
、
豆
の
雪
よ
け
、
大
根
、
蕪
菁
掘
出
し
。
少
し
腐
敗
せ
る
も
の
あ
り
。
豆
鼠
害

甚
し
。
豆
大
分
よ
し
。
須
藤
、
坂
野
、
畑
の
雪
を
測
る
。
農
場
わ
ず
か
に
松
山
雪
消
え
た
る
の

み
。
二
名
大
石
田
行
き
、
荷
車
を
返
す
。
鰊
一
束
、
鮭
𨫝
四
ヶ
棒
鱈
五
百
匁
、
米
二
斗
、
麩
一

サ
ゲ
。
三
名
、
第
一
寄
宿
舎
、
石
炭
酸
に
て
消
毒
、
ナ
フ
タ
リ
ン
散
布
、
倉
庫
掃
除
。 

一
、
農
場
番
人 

井
上
君
下
場 

 

五
月
二
日 

雨 

一
、
作
業 

朝
仕
事
、
雪
か
こ
い
取
り
。
第
二
寄
宿
舎
、
石
炭
酸
に
て
消
毒
、
第
一
寄
宿
舎
畳
を
敷

く
。
山
羊
消
毒
す
。 

 

五
月
三
日 

晴 

一
、
作
業 

朝
仕
事
、
雪
か
こ
い
取
り
。
四
人
山
内
に
藁
運
搬
、
十
二
束
、
一
人
藁
切
り
。
下
駄
整

理
、
藁
切
り
。 

 

五
月
四
日 

晴 

一
、
作
業 

朝
仕
事
、
土
ふ
り
。
土
ふ
り
、
富
並
行
き
四
名
。
米
六
斗
。
第
二
寄
宿
舎
第
二
回
消
毒
。 

一
、
人
員
移
動 

米
廣
君
登
場 
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五
月
五
日 

晴 

一
、
作
業 
朝
仕
事
、
土
ふ
り
。
土
ふ
り
（
二
名
、
三
名
大
石
田
行
き
、
一
名
山
ノ
内
ま
で
味
噌
二

十
貫
、
醤
油
二
樽
、
運
搬
。
二
名
記
念
館
の
雪
か
こ
い
取
り
。 

 

五
月
六
日 

晴 

一
、
作
業 

朝
仕
事
、
豆
は
せ
よ
り
取
る
準
備
。
全
員
に
て
豆
を
取
り
積
む
（
第
二
寄
宿
舎
東
側
、

所
長
室
前
の
豆
）
。
午
后
第
二
寄
宿
舎
畳
敷
き
、
第
一
第
二
寄
宿
舎
便
所
掃
除
、
畜
舎
周
囲
掃
除

及
び
雪
か
こ
い
取
り
。 

一
、
人
員
移
動 

杉
浦
君
登
場 

以
上
先
発
隊
日
記
、
終
り 

 

五
月
九
日 

水 

曇
雨 

丹
野 

一
、
作
業 

朝
仕
事
、
道
場
片
付
け
。
皇
国
運
動
、
礼
拝
、
朝
食
、
八
時
礼
拝
、
所
長
よ
り
班
分
け

農
場
当
番
の
要
□
〔
一
マ
ス
空
け
〕
を
話
さ
れ
た
。
今
日
は
全
員
打
お
こ
し
を
し
、
内
、
所
長
、

富
樫
君
に
て
牛
耕
を
や
つ
た
。
又
朝
、
土
田
、
叶
内
、
堀
君
達
が
大
石
田
に
買
物
に
行
つ
た
。

昼
食
後
僕
と
大
津
君
と
で
大
石
田
行
き
を
富
並
迄
向
〔
迎
〕
ひ
に
行
つ
て
五
時
半
帰
所
し
た
。

他
の
人
達
は
午
前
と
同
じ
一
日
に
て
七
反
歩
程
や
つ
た
。
午
后
よ
り
風
雨
の
為
め
五
時
に
上
り

湯
に
入
り
七
時
夕
食
、
九
時
礼
拝
就
床
。 

所
感 

近
頃
は
大
変
安
心
し
た
様
な
感
じ
が
す
る
。
山
形
に
居
つ
た
時
は
家
の
人
達
に
計
り
難
義

〔
儀
〕
を
か
け
、
自
分
は
楽
に
し
て
居
る
の
で
、
非
常
に
す
ま
な
く
思
つ
て
居
つ
た
が
、
今
度

は
自
分
も
同
じ
労
働
を
す
る
様
に
な
つ
た
の
で
非
常
に
喜
ん
で
居
る
。
な
ほ
今
後
は
益
々
困
苦

欠
乏
に
た
え
一
生
懸
命
働
か
う
。 

 

五
月
十
日 

木 

晴 

吉
田
英
一 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
五
時
半
よ
り
一
同
道
場
に
於
て
武
道
。
六
時
半
よ
り
皇
国
運
動
、
七
時
朝
食
。 

作
業 

八
時
半
よ
り
一
班
は
陸
稲
畠
に
堆
肥
運
搬
、
二
班
は
畠
ノ
整
地
、
三
班
は
蔬
菜
試
験
圃
の
打

お
こ
し
を
為
す
。
拾
一
時
仕
事
を
打
き
り
、
高
橋
、
早
川
先
生
以
下
、
十
五
名
、
富
並
へ
過
燐

酸
石
灰
、
硫
安
運
搬
に
行
、
着
一
時
、
西
山
昇
方
よ
り
過
石
二
十
二
俵
、
硫
安
二
俵
、
山
の
内

迄
荷
車
に
て
運
び
山
の
内
よ
り
過
石
十
三
俵
硫
安
二
俵
を
背
負
ふ
途
中
、
車
輪
破
損
せ
る
為
、
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高
橋
利
喜
助
君
方
よ
り
借
入
せ
し
も
、
又
輪
を
破
損
せ
り
。
而
し
て
農
場
着
八
時
、
途
中
迄
所

長
先
生
以
下
の
出
迎
を
う
く
。
一
方
残
全
部
は
第
二
寄
宿
舎
西
の
大
豆
打
お
と
し
収
量
二
俵
、

九
時
礼
拝
。 

 

五
月
拾
一
日 

金 

晴 
坂
本 

作
業 

朝
仕
事
、
武
道
、
皇
国
運
動
に
て
朝
食
を
戴
く
。
其
の
後
八
時
半
よ
り
礼
拝
し
て
、
一
班
は

作
條
、
二
、
三
班
は
堆
肥
運
搬
及
び
過
燐
酸
を
施
し
、
後
各
班
混
合
し
て
播
種
（
陸
稲
）
す
る
。

午
後
は
耕
耘
、
一
、
三
班
は
入
口
の
附
近
を
や
り
、
二
班
は
西
の
農
場
各
約
二
反
歩
づ
ゝ
耕
耘

し
た
。
六
時
半
号
音
を
聞
き
今
日
の
仕
事
は
愉
快
に
終
へ
た
。
礼
拝
す
て
食
事
し
た
。
今
日
午

前
十
一
時
頃
農
林
省
の
技
師
が
御
座
つ
て
午
後
片
時
、
我
等
に
非
常
に
有
益
な
る
御
話
あ
り
て

お
別
れ
し
た
。 

所
感 

高
天
の
原
に
登
つ
て
以
来
、
真
面
目
に
や
つ
て
居
る
ん
で
す
が
、
此
の
真
剣
味
を
以
て
終
始

一
貫
し
た
い
も
の
だ
。 

 

五
月
十
二
日 

土 

雨
曇 

吉
田
義
雄 

五
時
起
床
、
禊
を
し
て
五
時
半
よ
り
一
同
武
道
、
皇
国
運
動
を
行
る
。
七
時
朝
食
、
作
業
は
雨
天
な

る
為
に
午
前
中
は
各
自
分
担
に
従
つ
て
屋
内
作
業
を
し
た
。
縄
荷
縄
を
作
る
者
又
は
障
子
を
張
つ
た

り
、
鶏
舎
を
掃
除
し
た
り
、
農
具
ノ
整
理
修
繕
、
物
置
の
建
設
、
取
片
付
等
、
各
班
混
し
て
美
化
作

業
を
や
り
ま
し
た
。
昼
食
後
一
班
二
班
は
乙
Ｆ
農
場
（
二
反
歩
）
に
馬
鈴
薯
を
蒔
付
け
た
。
初
め
私

等
の
手
で
作
條
を
行
つ
て
見
た
が
、
ど
う
し
て
も
は
か
ど
ら
な
い
。
牛
を
引
出
し
て
や
つ
て
見
た
ら

思
ひ
の
外
進
行
し
て
甲
Ａ
甲
□
（
六
反
歩
）
の
場
所
迄
作
條
が
終
つ
た
。
矢
張
り
大
農
経
営
は
機
械

動
力
の
応
用
が
労
力
経
済
が
と
れ
る
事
を
思
つ
た
。 

そ
れ
か
ら
三
班
と
一
諸
〔
緒
〕
に
作
物
実
験
圃
の
聖
地
、
施
肥
、
作
條
其
の
一
区
割
に
陸
稲
、
ウ
ラ

サ
ン
を
播
種
し
た
（
堆
肥
化
石
木
灰
用
フ
）
。
六
時
半
夕
食
、
湯
に
入
り
九
時
礼
拝
、
床
に
着
く
。 

所
感 

海
抜
一
千
六
百
、
天
の
高
原
葉
山
の
中
腹
に
現
在
十
町
歩
の
地
を
有
し
五
陵
の
建
児
三
十
名
、

牛
六
頭
、
山
羊
三
頭
、
兎
親
子
五
匹
、
犬
一
匹
、
猫
一
匹
（
近
日
中
鶏
三
〇
〇
羽
位
来
ル
）
を
家
族

と
し
て
毎
日
感
謝
の
生
活
を
続
け
て
居
る
、
い
と
よ
き
所
だ
。
村
里
を
離
れ
て
少
し
淋
し
い
様
な
所

だ
が
、
雄
大
な
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
は
限
り
な
い
趣
が
あ
る
。
月
山
を
背
景
に
持
つ
私
等
の
農
場
、

曇
る
彼
方
に
は
鳥
海
の
頂
も
見
え
る
。
高
天
原
と
自
称
す
る
も
無
理
な
ら
ぬ
事
と
思
ふ
。 

生
来
農
業
に
は
余
り
に
ボ
ヤ
な
私
も
近
頃
漸
く
黒
土
の
匂
が
好
ま
し
く
な
つ
た
。
事
状
の
許
す
限
り
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茲
に
在
つ
て
神
身
〔
心
身
〕
を
鍛
練
し
性
格
を
改
善
し
た
い
も
の
だ
。 

 

五
月
十
三
日 
日
曜
日 

曇
天
時
々
雨 

早
川
貞
治 

五
時
起
床
、
禊
を
な
す
。
五
時
半
よ
り
一
同
武
道
、
皇
国
運
動
を
す
。
朝
食
七
時
、
八
時
半
作
業
開

始
、
二
班
三
班
は
甲
Ａ
Ｂ
の
馬
鈴
薯
を
播
種
（
過
燐
酸
木
灰
仕
用
）
。
一
班
試
験
圃
に
玉
モ
ロ
コ
シ
、

落
花
生
、
胡
瓜
、
陸
稲
の
播
種
、
早
川
貞
、
小
沼
君
は
甲
Ｃ
に
小
麦
、
大
麦
、
フ
ル
ツ
の
播
種
、
午

後
丙
イ
の
打
越
を
為
す
。
雨
時
々
来
た
り
。
牛
は
丙
ニ
を
起
す
。
大
山
君
は
道
場
に
於
て
玉
蜀
黍
を

粉
サ
イ
を
す
。
四
時
頃
記
念
館
に
て
お
八
〔
お
や
つ
〕
馬
鈴
薯
の
甘
煮
を
食
す
。
富
樫
君
鮮
牛
を
引

く
。
富
並
へ
行
。
米
二
俵
を
運
搬
す
。
今
日
よ
り
電
話
開
通
、
村
の
処
女
連
為
に
来
た
る
。
六
時
半

夕
食
、
九
時
十
分
礼
拝
。 

 

終 

 

五
月
拾
四
日 

月
曜
日 

晴
午
后
雲 

小
沼 

五
時
床
起
き
禊
ぎ
致
す
。
五
時
半
よ
り
一
同
武
道
、
其
後
皇
国
運
動
致
し
朝
飯
を
食
い
ま
し
て
か
ら
、

平
豆
の
選
定
し
、
八
時
半
頃
よ
り
畑
地
経
営
致
し
ま
し
た
。
午
前
中
一
同
畑
整
地
致
し
ま
し
た
。
田

中
君
、
丹
野
君
、
吉
田
君
等
、
高
橋
先
生
の
所
で
□
□
畑
に
堆
肥
を
運
船
、
致
し
ま
し
た
。
午
后
よ

り
一
同
馬
鈴
薯
種
播
を
致
し
ま
し
た
。
尚
外
に
堆
肥
運
船
も
有
り
ま
し
た
。
夕
方
、
六
半
で
一
同
帰

休
す
。
夜
九
時
で
礼
拝
致
し
休
み
ま
し
た
。 

 

五
月
拾
五
日 

火
曜
日 

曇
天 

會
田
俊
雄 

五
時
起
床
禊
ヲ
行
フ
、
五
時
半
ヨ
リ
一
同
武
道
、
皇
国
運
動
ヲ
行
フ
。
七
時
朝
食
八
時
半
ヨ
リ
堆
肥

運
搬
シ
テ
ハ
馬
鈴
薯
蒔
キ
、
他
ノ
一
団
ハ
過
石
ヲ
施
シ
燕
麦
播
キ
、
午
後
牛
ニ
テ
堆
肥
運
シ
テ
玉
蜀

黍
播
種
、
一
、
三
班
ハ
堆
肥
過
石
施
シ
、
馬
鈴
薯
播
種
。
夕
方
葱
移
植
、
牧
草
（
試
験
的
ノ
）
播
種

以
上
ノ
仕
事
、
七
時
頃
ニ
終
リ
薄
闇
ノ
内
ニ
礼
拝
シ
労
働
ノ
一
日
終
ル
。
直
ニ
夕
餉
ニ
舌
鼓
打
チ
入

浴
ニ
一
日
ノ
労
苦
ヲ
忘
レ
、
九
時
礼
拝
就
床
。 

雨
降
ル
カ
降
ラ
ヌ
カ
ノ
天
候
ハ
続
イ
タ
曇
ヨ
リ
ト
シ
タ
日
、
然
シ
蒔
付
ケ
ニ
打
起
シ
、
地
ナ
ラ
シ
ニ

全
力
ヲ
注
グ
ニ
何
等
ノ
障
害
ト
ハ
ナ
ラ
ナ
カ
ツ
タ
。
無
言
ノ
内
ニ
働
キ
修
養
ヲ
積
重
ス
ル
農
場
、
森

羅
春
ヲ
営
ム
。
ソ
□
呼
吸
ニ
合
致
シ
テ
愉
快
、
弥
栄
ヘ
進
展
、
森
羅
ト
共
ニ
新
緑
ハ
燃
エ
ル
、
細
霧

ハ
農
場
ヲ
シ
テ
高
原
ト
シ
テ
霊
地
ト
シ
、
清
新
ニ
ス
ル
無
言
ノ
内
、
弥
栄
ハ
進
展
ス
。
進
展
ニ
合
流

ス
。
吾
等
ノ
快
、
何
ヲ
以
ツ
テ
報
ヒ
ン
。
働
キ
汗
ニ
テ
心
ヲ
磨
ク
カ
。 
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五
月
十
六
日 

水
曜
日 

晴 

荒
木
哲
二 

五
時
起
床
、
禊
、
野
菜
摘
み
、
六
時
二
十
分
礼
拝
、
朝
食
す
。
七
時
農
場
出
発
、
楯
岡
駅
よ
り
十
二

時
十
一
分
発
に
乗
り
、
北
山
形
駅
一
時
着
、
明
日
の
御
親
閲
の
為
汽
車
は
満
員
で
あ
つ
た
。
講
習
所

に
一
時
二
十
分
着
し
た
。
九
時
礼
拝
寝
床
。 

 

五
月
十
七
日 

木
曜
日 

晴 

五
時
起
床
、
武
道
、
皇
国
運
動
行
ひ
、
七
時
半
朝
食
、
九
時
出
発
、
九
時
三
十
分
聯
隊
に
着
い
た
。

十
一
時
よ
り
閑
院
宮
殿
下
の
御
親
閲
賜
は
る
予
習
し
た
。
十
二
時
半
整
列
し
一
時
半
殿
下
を
奉
迎
す
。

三
時
三
十
分
よ
り
畏
く
も
殿
下
の
御
前
に
於
て
武
道
、
皇
国
運
動
を
行
な
つ
た
。
四
時
殿
下
を
奉
送
、

満
洲
公
主
嶺
農
事
講
習
所
長
宗
光
彦
先
生
の
御
話
を
聞
く
。
五
時
学
校
に
着
い
た
。 

 

五
月
十
八
日 

金
曜
日 

晴 

起
床
五
時
、
皇
国
運
動
行
ひ
、
先
発
隊
土
田
君
外
六
名
、
十
時
十
五
分
北
山
形
駅
発
し
、
農
場
に
五

時
到
着
す
。
他
の
人
は
十
二
時
五
十
分
北
山
形
駅
を
出
発
、
袖
崎
に
下
車
す
。
僕
と
会
田
君
は
楯
岡

に
下
車
し
堺
ノ
目
に
て
袖
崎
下
車
の
人
々
追
付
い
た
。
山
の
内
茶
屋
五
時
着
、
農
場
に
六
時
半
到
着
。

先
発
隊
は
炊
事
を
し
て
下
さ
つ
た
。
全
部
で
二
十
名
。
九
時
半
礼
拝
就
床
。
以
上
、
終
り
。 

 

五
月
十
九
日 

快
晴 

氏
家
栄
暢 

午
前
五
時
半
起
床
、
全
員
皇
国
運
動
。 

作
業 

朝
仕
事
全
員
に
て
第
二
寄
宿
舎
わ
き
の
打
起
し
、
朝
食
后
杉
浦
、
岡
嵜
、
丹
野
、
吉
田
、
吉

田
英
、
田
中
、
坂
本
、
坂
野
、
氏
家
、
以
上
九
名
に
て
山
之
内
よ
り
カ
リ
ン
サ
ン
を
運
搬
す
。 

土
田
兄
水
道
の
ポ
ン
プ
修
繕
に
行
く
。
富
樫
仁
君
富
並
よ
り
牛
に
て
米
運
搬
、
松
田
君
は
自
分
の

荷
物
取
り
に
山
の
内
迄
行
く
。
高
橋
先
生
鶏
舎
の
取
か
た
づ
け
し
て
養
鶏
の
準
備
を
為
す
。
残
り

の
人
で
試
験
圃
に
色
々
の
播
種
。
午
后
よ
り
叶
内
、
田
中
、
小
笠
原
、
杉
浦
、
松
田
、
坂
本
、
氏

家
、
以
上
七
名
、
山
之
内
よ
り
藁
を
運
搬
、
高
橋
先
生
外
二
、
三
名
に
て
鶏
舎
の
準
備
、
早
川
貞

治
君
、
記
念
館
の
掃
除
、
藁
運
搬
人
帰
つ
て
か
ら
新
開
地
に
西
瓜
の
穴
掘
り
を
す
る
。 

午
后
五
時
半
頃
全
員
引
き
あ
ぐ
。
宗
先
生
及
び
所
長
先
生
登
場
し
た
の
で
、
い
つ
も
よ
り
早
く
作

業
停
止
す
。 

人
員
移
動 

宗
先
生
、
所
長
先
生
、
五
十
嵐
君
登
場
。
宗
先
生
、
校
長
始
め
一
同
夕
食
を
頂
き
八
時

よ
り
記
念
館
に
於
て
宗
先
生
を
中
心
に
茶
話
会
を
開
く
。
宗
先
生
は
一
同
に
支
那
の
お
話
し
を
し
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て
下
さ
つ
た
。
所
長
先
生
の
記
念
館
に
記
念
す
る
農
夫
姿
の
写
真
を
写
し
て
は
と
云
ふ
相
談
等
あ

つ
た
。
午
后
十
時
半
礼
拝
就
床
、
農
場
に
登
つ
て
か
ら
記
念
館
に
於
て
今
日
は
初
め
て
の
茶
話
会

で
あ
つ
た
。 

 

五
月
二
十
日 

晴 

五
十
嵐
正
道 

午
前
五
時
起
床
、
全
員
皇
国
運
動
。 

作
業 

朝
仕
事
、
全
員
打
起
し
、
宗
先
生
を
門
前
に
弥
栄
で
見
送
り
、
後
、
新
開
地
に
西
瓜
床
掘
り
、

堆
肥
運
搬
を
な
す
。
土
田
、
早
川
両
君
、
大
神
宮
の
西
に
ハ
ロ
ー
を
か
け
る
。
午
后
丹
野
君
、
鶏

舎
の
準
備
を
為
し
、
土
田
、
田
中
両
兄
、
大
石
田
ま
で
雛
取
に
行
く
。
松
田
丹
野
兄
、
山
内
ま
で

迎
に
行
く
。
残
り
午
前
中
の
続
き
。 

所
感 

額
に
汗
し
つ
ゝ
土
の
に
ほ
ひ
を
味
ふ
中
、
い
つ
も
清
浄
な
そ
し
て
ゆ
か
し
い
風
味
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
土
の
深
み
を
知
ら
な
か
っ
た
。
今
こ
ゝ
に
来
て
初
め
て
土
の
味
を
感
じ
た
。
尚
一
層
味

ふ
事
を
勉
め
よ
う
。 

 

五
月
二
十
一
日 

晴 

ち
よ
つ
と
雨 

松
田
節
郎 

朝
五
時
起
床
、
五
時
半
皇
国
運
動
及
び
弥
栄
三
唱
。
後
朝
仕
事
。
去
と
う
も
ろ
こ
し
植
へ
た
所
と
あ

づ
き
植
へ
た
所
の
田
で
あ
つ
た
所
を
打
ち
起
し
て
八
時
近
く
礼
拝
し
て
朝
食
。
九
時
半
よ
り
一
町
歩

の
新
開
地
に
西
瓜
の
床
を
掘
り
堆
肥
運
搬
を
や
つ
た
。 

坂
野
君
は
大
神
宮
様
の
上
に
機
械
に
て
豆
ま
き
を
や
つ
た
。
米
広
登
場
。
昼
食
後
一
時
半
よ
り
亦
各
々

午
前
中
の
続
き
を
行
ふ
。
坂
野
君
は
一
日
で
四
段
歩
ば
か
り
や
つ
た
そ
う
で
あ
る
。
新
開
地
は
西
瓜

の
床
を
全
部
こ
し
ら
へ
終
る
。
早
川
さ
ん
と
田
中
君
と
は
午
前
午
後
朝
起
し
た
所
に
朝
鮮
牛
に
て
ハ

ロ
ー
を
か
け
る
。
九
時
十
五
分
頃
礼
拝
し
て
就
床
せ
り
。 

 

五
月
二
十
二
日 

火
曜
日 

晴 

小
笠
原
武
雄 

記
事 

朝
五
時
起
床
皇
国
運
動
、
終
り
て
農
場
打
起
し
朝
仕
事
は
実
に
気
清
々
し
て
良
好
で
あ
る
。
七
時
半

終
、
礼
拝
、
高
橋
先
生
よ
り
実
習
に
関
す
る
注
意
あ
り
ま
し
た
。
后
前
中
一
班
整
地
、
二
三
班
堆
肥

運
搬
。
土
田
、
早
川
牛
耕
、
坂
野
大
豆
播
種
。
后
後
一
班
は
前
と
同
じ
、
二
三
班
ト
ウ
キ
ビ
播
種
。

高
橋
先
生
と
坂
野
、
夕
方
頃
よ
り
西
瓜
の
鞍
築
致
し
た
の
に
、
水
掛
を
致
し
た
。
四
時
頃
浅
野
等
下

国
登
来
る
。
十
二
頃
二
人
種
子
物
も
ら
□
来
る
。 
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所
感 

耕
地
の
中
央
に
舎
が
あ
り
、
労
力
分
配
等
、
実
に
良
く
又
理
想
的
で
あ
る
と
思
れ
る
。
然
し

朝
夕
の
寒
い
の
に
は
実
に
作
物
に
対
し
て
悪
い
様
に
思
は
れ
る
が
、
熱
心
に
や
れ
は
良
好
に
行
く
事

た
ら
う
と
思
は
る
。
又
、
実
に
高
橋
先
生
の
動
き
に
は
感
謝
の
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
益
々
努
力

致
し
ま
せ
う
。
一
家
の
御
健
康
を
祈
上
ま
す
。 

 

五
月
廿
三
日 

水
曜
日 

晴 
米
広
穆
衛 

一
、
記
事 

朝
五
時
起
床
、
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
、
二
名
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
畠
の
排
水
溝
掘
り
、
其
の
他
は
南
瓜
、

西
瓜
の
播
種
、
八
時
朝
食
、
九
時
出
発
、
坂
野
順
□
を
留
守
番
に
の
こ
し
全
員
山
の
内
の
運
動
会
に

列
席
し
た
。
三
時
半
終
り
、
五
時
帰
場
、
五
時
よ
り
六
寺
半
迄
青
物
取
り
及
び
西
瓜
、
南
瓜
の
日
覆

を
な
す
。 

一
、
人
員
移
動 

所
長
先
生
御
登
場
。
以
上 

 

五
月
二
十
四
日 

木
曜
日 

晴 

叶
内
庄
五
郎 

一
、
作
業 

五
時
起
床
、
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
は
全
員
打
起
し
礼
拝
し
て
七
時
半
朝
食
。
八
時
半
よ

り
高
橋
先
生
外
二
名
杉
苗
つ
く
り
。
土
田
君
二
名
牛
舎
の
肥
出
し
。
外
は
打
起
し
。
午
后
は
高
橋
先

生
外
三
名
堆
肥
積
、
外
全
部
西
瓜
の
く
ら
つ
く
り
、
其
の
後
豆
調
製
、
六
時
頃
終
り
拝
礼
し
て
楽
し

く
食
事
を
戴
き
ま
し
た
。 

一
、
人
員
移
動 

田
中
君
、
坂
本
君
、
帰
省 

一
、
所
感 

真
面
目
に
働
く
時
に
非
常
に
痛
快
に
感
じ
ま
す
。
近
頃
実
に
農
場
生
活
も
愉
快
に
な
り

家
に
居
た
時
は
体
も
弱
く
休
ん
で
ば
か
り
居
た
が
農
場
へ
来
て
か
ら
は
体
も
丈
夫
で
飯
も
う
ま
く
て

愉
快
に
働
け
る
の
で
実
に
有
り
が
た
く
感
じ
ま
す
。
以
上 

 

五
月
二
十
五
日 

金
曜
日 

晴
後
曇 

富
樫
仁 

五
時
起
床
、
禊
後
ち
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
と
し
て
丙
Ｃ
地
十
数
の
人
に
て
打
起
し
を
な
す
。
所
長
先

生
は
県
下
中
等
学
校
長
会
議
に
て
新
庄
に
向
ふ
。
七
時
半
礼
拝
後
ち
朝
食
を
済
ま
す
。
八
時
半
よ
り

作
業
に
取
り
か
ゝ
る
。
第
一
班
、
二
班
合
し
て
数
名
の
人
に
て
山
の
内
に
藁
背
負
に
行
き
て
、
後
后

十
二
時
半
帰
場
、
第
三
班
は
高
橋
先
生
と
丙
Ｄ
地
に
燕
麦
蒔
き
準
備
と
し
て
整
地
作
條
、
施
肥
（
木

灰
）
を
や
つ
て
昼
食
時
き
一
時
。
二
時
よ
り
后
前
中
の
引
続
き
の
燕
麦
蒔
に
第
一
二
班
取
り
か
ゝ
り
、

第
三
班
は
丙
Ｆ
地
に
玉
蜀
黍
蒔
き
を
や
る
。
僕
は
牛
で
新
開
地
に
堆
肥
運
搬
を
や
る
。 
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后
前
後
后
よ
り
各
班
取
り
か
ゝ
り
し
作
業
、
夕
刻
出
来
上
り
、
七
時
礼
拝
を
な
す
。
後
ち
夕
食
を
済

ま
し
て
九
時
に
礼
拝
し
て
後
ち
就
床
。
人
員
移
動
、
丹
野
、
吉
田
義
雄
、
会
田
君
等
。
以
上
、
終
り
。 

 

五
月
二
十
六
日 
土
曜
日 

雲
り 

正
午
に
雨 

杉
浦
新
司 

何
日
も
の
如
く
朝
は
五
時
起
床
、
禊
を
や
り
皇
国
運
動
を
な
し
、
過
ぐ
〔
す
ぐ
〕
朝
仕
事
に
取
り
掛

る
。
今
日
は
昨
日
の
続
き
、
昨
年
大
豆
を
播
種
し
た
丙
Ａ
土
地
の
打
起
で
あ
つ
た
。
七
時
半
に
起
し

上
げ
礼
拝
を
や
り
、
朝
飯
は
八
時
頃
で
あ
つ
た
。
食
後
の
休
時
間
に
大
豆
食
器
一
杯
づ
ゝ
良
し
悪
し

を
選
定
し
て
八
時
半
よ
り
杉
苗
の
仮
植
種
子
播
種
を
行
ひ
、
一
時
頃
昼
飯
を
戴
く
。
一
時
間
程
休
む

で
又
過
ぐ
〔
す
ぐ
〕
午
前
の
仕
事
の
引
続
を
や
る
。
六
時
五
拾
分
頃
予
定
の
仕
事
が
終
へ
礼
拝
を
や

り
夕
飯
を
戴
く
。
九
時
礼
拝
を
行
ひ
就
床
。
以
上 

土
田
君
、
坂
本
君
等
は
朝
四
時
起
床
し
て
神
町
の
営
林
省
〔
署
〕
苗
園
か
ら
松
苗
五
千
六
百
程
頂
戴

し
、
五
時
半
頃
帰
つ
た
。 

 

五
月
二
十
七
日 

日
曜
日 

雲 

浅
野
佐
内 

朝
五
時
起
床
、
朝
飯
前
松
及
び
杉
苗
植
を
し
ま
し
た
。
午
前
七
時
朝
飯
、
同
八
時
半
よ
り
朝
仕
事
と

同
じ
く
松
苗
植
致
し
ま
し
た
。
后
午
〇
時
半
昼
飯
、
后
午
二
時
よ
り
パ
ツ
パ
ー
ド
及
ビ
西
瓜
等
を
播

種
し
ま
し
た
。
又
午
ボ
ウ
等
も
播
き
ま
し
た
。
后
午
六
時
半
実
習
休
み
、
礼
拝
、
同
七
時
夕
飯
、
同

九
時
礼
拝
、
休
み
、
以
上
、
終
り
。 

 

五
月
二
十
八
日 

月
曜
日 

晴 

大
山
喜
七
郎 

五
時
起
床
、
禊
後
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
、
□
〔
浅
？
〕
野
君
、
吉
田
英
一
君
、
早
川
君
は
大
豆
ま
き
、

残
の
者
代
で
人
参
玉
ネ
ギ
を
ま
き
ま
す
た
。
九
時
朝
食
午
前
中
第
壱
キ
宿
舎
の
後
を
打
起
す
。
西
瓜

の
隣
り
を
午
前
中
に
や
り
ま
す
た
。
午
後
全
員
豆
ま
き
後
、
白
瓜
を
ま
き
ま
す
た
。
高
橋
先
生
よ
り

実
習
に
関
す
る
注
意
が
あ
り
ま
す
た
。
九
時
礼
拝
就
床
。
終
り
。 

 

五
月
廿
九
日 

火
曜
日 

晴
れ 

阪
野
吉
六 

一
、
記
事 

朝
五
時
起
床
、
禊
き
後
、
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
は
一
同
で
粟
畑
の
整
地
行
い
ま
し
た
。
礼
拝
し
七

時
二
十
分
朝
食
、
八
時
半
よ
り
礼
拝
し
高
橋
先
生
、
外
一
同
で
粟
蒔
を
行
い
、
叶
内
君
は
牛
を
引

き
、
富
並
に
味
噌
、
米
糠
、
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
午
后
よ
り
は
土
田
君
は
竹
の
子
取
り
に
行
き
、
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外
高
橋
先
生
、
外
全
部
で
葫
麻
〔
胡
麻
〕
蒔
き
し
六
時
半
頃
終
り
、
礼
拝
し
て
楽
し
く
夕
食
を
戴

き
ま
し
た
。
食
後
ハ
早
川
先
生
の
御
馳
走
菓
子
を
戴
き
九
時
に
礼
拝
し
床
に
就
き
ま
し
た
。 

人
員
移
動
、
早
川
先
生
登
場
、
浅
野
君
帰
省
。 

所
感
、
農
場
生
活
も
早
三
十
日
と
な
り
、
私
の
感
じ
た
事
は
清
や
か
な
空
気
を
吸
い
、
日
熱
を
受
け
、

真
剣
に
働
き
あ
せ
を
流
し
、
夕
日
を
葉
山
の
奥
に
深
く
沈
め
て
作
業
の
後
を
見
な
か
ら
舎
前
に
集

り
、
先
生
と
顔
を
合
せ
た
時
は
実
に
愉
快
で
あ
る
。 

 

五
月
三
十
日 

水
曜 

晴 

吉
田
英
一 

六
時
起
床
、
禊
を
な
す
。
本
日
は
蒔
付
終
了
に
付
、
休
日
に
し
餅
の
饗
応
を
な
す
。
餅
係
、
坂
野
、

吉
田
、
雑
煮
係
、
杉
浦
、
五
十
嵐
、
小
笠
原
、
香
物
係
、
氏
家
、
小
豆
係
、
叶
内
、
大
山
等
、
土
田

大
膳
守
の
指
揮
の
も
と
に
得
意
の
腕
を
ふ
る
ひ
た
れ
ば
山
海
の
珍
味
一
時
に
集
る
。
九
時
半
礼
拝
し

朝
食
を
戴
い
た
。
食
後
は
庭
球
を
す
る
も
の
、
山
野
に
入
り
て
青
物
を
採
る
も
の
等
、
各
自
の
欲
す

る
処
に
委
せ
た
。
小
笠
原
君
、
子
兎
三
匹
を
朝
ば
れ
山
下
に
捕
獲
せ
り
。
持
帰
り
て
飼
ふ
。
九
時
礼

拝
就
床
。 

本
日
土
田
君
帰
所
、
叶
内
、
坂
野
君
帰
宅
。 

 

五
月
三
十
一
日 

木
曜
日 

快
晴 

早
川
貞
治 

五
時
起
床
禊
を
な
す
。
五
時
半
皇
国
運
動
。
朝
仕
事
、
新
開
地
の
打
起
し
、
七
時
半
朝
食
、
小
豆
の

整
地
作
條
、
高
橋
先
生
及
杉
浦
君
、
高
橋
（
利
）
君
は
大
麦
小
麦
に
追
肥
を
な
す
。
午
前
に
高
橋
（
利
）

君
来
場
、
在
場
十
二
名
。
午
後
高
橋
先
生
外
二
名
、
試
験
圃
に
追
肥
、
外
は
大
豆
の
打
落
し
及
び
調

整
、
八
時
十
分
終
了
。
夕
食
八
時
十
五
分
、
礼
拝
九
時
。
第
二
寄
宿
舎
の
者
六
畳
方
に
移
転
。
終
り
。 

 

六
月
一
日 

金
曜
日 

雨 

五
時
起
床
、
禊
を
な
す
。
六
時
皇
国
運
動
。
朝
仕
事
、
新
開
地
の
打
起
し
。
八
時
朝
食
。
午
前
小
豆

の
種
播
地
き
〔
マ
マ
〕
、
午
後
大
豆
の
種
播
地
き
牛
と
米
廣
、
小
沼
、
新
開
地
の
打
起
し
。
夕
食
七
時

礼
拝
九
時
。 

 

六
月
二
日 

土
曜
日 

雨 

氏
家
栄
暢 

午
前
五
時
起
床
、
朝
落
豆
拾
ひ
、
花
園
の
際
、
草
等
午
后
牛
蒡
の
播
種
、
農
具
整
理
、
舎
内
整
理
、

下
駄
の
修
理
等
。
午
前
高
橋
先
生
雨
の
中
を
大
久
保
に
牛
の
種
付
に
行
か
れ
た
。
午
后
九
時
礼
拝
就
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床
。
以
上
。 

 

六
月
三
日 
日
曜 

前
曇
后
雨 

米
廣
穆
衛 

朝
五
時
起
床
、
朝
大
豆
蒔
地
整
地
及
び
蒔
付
、
午
前
中
豆
蒔
、
午
后
豆
の
選
択
。
高
橋
先
生
大
久
保

よ
り
帰
場
、
米
廣
朝
鮮
牛
を
引
き
富
並
行
き
、
小
米
、
米
糠
持
来
る
。
六
寺
半
夕
食
、
九
時
礼
拝
、

以
上
。 

 

六
月
四
日 

月
曜
日 

晴 

五
十
嵐
正
道 

記
事 

五
時
起
床
、
大
神
宮
様
裏
の
打
起
し
、
食
后
大
山
兄
瓜
蒔
き
、
杉
浦
高
橋
兄
大
豆
蒔
き
、
松

田
五
十
嵐
諸
兄
は
牛
、
山
羊
の
堆
肥
出
し
。
小
沼
兄
玉
蜀
黍
搗
き
。
午
後
早
川
兄
、
高
橋
先
生
、
牛

耕
。
残
ノ
山
ノ
内
ま
で
藁
背
負
ひ
す
。
後
陸
稲
の
除
草
、
瓜
蒔
き
を
す
。 

人
員
異
動 

氏
家
兄
山
形
に
帰
る
。
高
橋
兄
田
植
に
付
き
帰
宅
す
。
富
並
処
女
会
員
教
員
来
所
す
。

九
時
就
床
。 

 

六
月
九
日 

土
曜
日 

晴 

大
山
喜
七
郎 

五
時
起
床
、
皇
国
運
動
後
朝
仕
事
、
甘
薯
植
、
午
前
朝
仕
事
の
続
き
、
後
黒
大
豆
、
ヒ
エ
蒔
き
。
午

後
ヒ
エ
続
き
後
甘
藍
植
へ
。 

人
員
異
動 

田
中
君
、
叶
内
君
来
る
。
松
田
君
、
杉
浦
君
、
牛
の
種
付
に
行
き
ま
す
た
。 

九
時
礼
拝
就
床
。 

 

六
月
十
日 

日
曜
日 

晴 

早
川
貞
治 

本
日
は
休
日
成
り
。
休
日
な
る
も
特
に
五
時
起
床
し
て
朝
仕
事
に
甘
薯
の
植
付
、
朝
食
後
は
各
自
思

侭
に
行
動
す
。
十
時
頃
所
長
、
奥
さ
ん
、
下
女
帰
形
す
。
田
中
君
は
萩
野
へ
移
転
す
。
米
広
君
も
山

形
へ
行
く
な
り
。
川
口
君
、
富
樫
君
、
坂
本
君
、
来
場
す
。
夕
食
後
土
物
の
御
馳
走
に
な
る
。
礼
拝

は
九
時
五
分
前
な
り
。
終
り
。 

 

六
月
十
四
日 

雲 

木
曜
日 

富
樫
仁 

五
時
起
床
、
後
ち
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
馬
鈴
薯
の
除
草
及
除
蘗
を
行
ふ
。
七
時
半
礼
拝
後
ち
朝
食
を

済
す
。
九
時
よ
り
各
自
分
担
に
取
り
か
ゝ
る
。
叶
内
、
坂
本
両
君
は
ス
あ
み
を
行
ふ
。
早
川
先
生
外

数
名
に
て
朝
仕
事
の
続
き
を
や
る
。
午
後
よ
り
農
場
門
前
打
起
し
、
半
〔
ナ
カ
バ
と
ル
ビ
あ
り
〕
過
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ぎ
行
ふ
。
六
時
半
礼
拝
、
後
ち
夕
食
、
九
時
礼
拝
就
床
。 

人
員
移
動 

高
橋
先
生
、
丹
野
君
下
場
、
吉
田
英
一
君
登
場
。
以
上
、
終
了 

 

六
月
十
五
日 

曇 
金
曜 

叶
内
庄
五
郎 

一
、
作
業 

朝
仕
事
、
馬
鈴
薯
、
除
け
つ
、
除
草
、
七
時
半
礼
拝
し
て
朝
食
。
午
前
門
前
打
ち
起
し

草
け
づ
り
、
一
部
馬
鈴
薯
除
草
、
松
田
君
、
陸
稲
の
除
草
。
午
后
は
午
前
の
引
続
き
終
り
て
陸
稲
除

草
。
富
樫
、
五
十
嵐
両
君
、
夏
蕪
の
間
引
追
肥
。
富
樫
君
は
富
並
行
き
。
午
后
四
時
頃
帰
場
。 

一
、
人
員
移
動 

所
長
先
生
、
土
田
助
手
、
五
十
嵐
君
、
登
場
。 

一
、
事
故
な
し 

一
、
所
感 

 

六
月
十
六
日 

土
曜 

曇 

吉
田
英
一 

一
、
作
業 

朝
仕
事
は
陸
稲
除
草
並
に
早
川
先
生
以
下
〔
一
字
分
空
き
〕
名
は
試
験
畠
〔
約
二
字
分

空
き
〕
に
追
肥
。
午
前
は
畜
舎
西
馬
鈴
薯
の
畠
の
除
蘗
除
草
。
午
后
第
一
寄
宿
舎
東
南
馬
齢
畠
の
除

蘗
除
草
。
早
川
先
生
、
土
田
、
坂
本
君
は
午
前
中
陸
稲
に
追
肥
。
川
口
大
山
君
は
午
後
農
具
舎
週
〔
周
〕

囲
の
取
か
た
つ
け
。 

一
、
見
学
団 

山
ノ
内
小
学
校
児
童
一
二
年
生
数
拾
名
来
場
、
白
鳥
巡
査
夫
人
二
名
見
学
に
来
る
。 

 

六
月
十
七
日 

日
曜 

晴 

坂
本
国
策 

一
、
作
業 

朝
仕
事
は
馬
鈴
薯
の
除
草
。
午
前
は
川
口
君
、
大
山
君
、
小
沼
君
は
昨
日
の
引
続
き
敷

地
の
整
理
を
な
し
、
外
は
馬
鈴
薯
の
除
草
、
記
念
館
前
の
畑
を
馬
鈴
薯
の
除
草
は
午
前
中
に
て
全

部
出
来
上
り
。
午
後
は
旧
官
舎
の
跡
に
小
豆
蒔
き
を
し
る
。
川
口
、
大
山
は
午
前
の
引
続
き
を
し

る
。
早
川
先
生
と
叶
内
君
は
大
久
保
に
牛
の
種
付
に
行
き
早
川
先
生
は
泊
つ
て
来
る
。 

一
、
人
員
移
動 

高
橋
君
登
山
す
る
。 

一
、
所
感 

入
梅
の
事
と
て
朝
に
す
と
す
と
降
り
出
す
た
。
僕
も
今
日
の
天
気
は
心
配
す
た
が
、
朝

食
後
に
は
晴
れ
て
実
に
面
白
く
働
く
事
が
出
来
て
う
れ
し
か
つ
た
。 

 

六
月
十
八
日 

月
曜
日 

曇
雨
後
晴 

早
川
貞
治 

朝
仕
事
、
門
外
新
開
地
除
草
作
條
を
朝
食
後
□
、
昼
食
後
堆
肥
分
配
、
過
燐
酸
散
布
、
大
豆
の
青
枯

用
の
種
子
小
豆
馬
鈴
薯
の
植
付
を
行
ふ
。
富
樫
君
、
蔬
菜
園
の
整
理
、
畜
舎
掛
り
。
草
か
り
土
田
君
、
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高
橋
君
大
石
田
行
。
早
川
先
生
来
場
。 

 

六
月
十
九
日 
火
曜
日 

前
晴
後
雨 

小
沼
正
勝 

朝
仕
事
、
蔬
菜
テ
リ
と
苗
、
第
一
班
草
刈
、
朝
食
、
小
豆
播
地
牛
の
堆
肥
だ
す
。
牛
耕
早
川
先
生
、

土
田
君
、
昼
食
、
午
後
大
豆
撰
る
、
松
田
君
す
見
、
夜
食
七
時
十
五
分
、
礼
拝
九
時
就
床
、
終
り
。 

 

六
月
二
十
日 

水
曜
日 

雨 

五
十
嵐
正
道 

朝
五
時
半
起
床
、
大
膳
守
土
田
兄
、
叶
内
餅
係
、
小
豆
係
川
口
、
雑
煮
係
氏
家
、
納
豆
係
五
十
嵐
、

各
人
ベ
ス
ト
を
尽
す
。
山
海
の
珍
味
食
卓
の
と
に
集
る
。
船
越
先
生
、
高
橋
君
、
鎌
の
修
繕
す
。
残

り
全
員
草
刈
、
食
後
各
々
の
心
の
ま
ゝ
に
行
動
す
。
後
は
例
の
如
し
。
終
り
。 

〔
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
は
記
述
な
し
、
理
由
は
不
明
。
〕 

 

六
月
二
十
七
日 

曇
後
雨 

叶
内 

一
、
五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
新
開
地
除
草
。
鶏
舎
前
残
地
に
青
刈
大
豆
播
種
。
午
前
中
ゴ
ム
〔
ゴ
マ
〕

の
除
草
。
午
后
よ
り
雨
に
て
豆
え
り
。
夜
川
口
君
の
御
土
産
戴
く
。 

一
、
人
員
移
動
、
川
口
博
君 

一
、
事
故
、
米
広
君
病
気
休
業
、
船
越
先
生
楯
岡
へ
行
く
。 

 

六
月
二
十
八
日 

晴 

叶
内
庄
五
郎 

一
、
五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
新
開
地
除
草
、
午
前
引
続
き
除
草
、
午
後
ゴ
マ
の
除
草
。 

一
、
人
員
移
動
、
な
し
。 

一
、
事
故
な
し 

 

六
月
二
十
九
日 

晴 

坂
本
国
策 

一
、
五
時
起
床
、
朝
仕
事
菜
種
収
穫
後
の
打
ち
お
こ
し
。
午
前
は
粟
の
除
草
。
午
後
も
引
続
き
中
休

み
迄
で
出
来
、
其
の
後
苗
圃
の
除
草
を
し
て
南
瓜
の
追
肥
を
し
て
七
時
夕
上
り
。 

一
、
人
員
移
動
、
岡
崎
君
登
場
。 

一
、
所
感 

午
前
中
除
草
し
な
が
ら
余
り
や
か
ま
し
い
の
で
食
事
の
時
に
所
長
先
生
よ
り
注
意
あ
り

た
り
。
今
後
は
真
面
目
に
働
く
事
を
決
心
し
た
。 
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六
月
三
十
日 

雨 

一
時
晴 

杉
浦
新
司 

一
、
五
時
起
床
、
朝
草
刈
、
土
田
、
吉
田
、
坂
本
、
丹
野
、
荒
木
、
小
沼
君
。 

一
、
外
の
人
は
南
瓜
に
ア
ン
モ
ー
ニ
ヤ
の
施
肥
、
玉
ネ
ギ
の
補
肥
を
行
ふ
。 

一
、
食
後
休 

一
、
人
員
移
動
、
舟
越
先
生
、
紫
橋
君
帰
、
高
橋
先
生
登
場
。 

以
上 

 

七
月
一
日 

雲
天 

岡
崎 

一
、
五
時
起
床
し
て
朝
仕
事
と
し
て
氏
栄
、
松
田
、
会
田
、
川
口
、
五
十
嵐
君
草
苅
り
す
。
外
の
人

は
燕
麦
の
除
草
。 

一
、
午
前
中
は
道
場
に
て
大
豆
精
選
す
る
。
午
前
は
土
田
、
大
沼
、
富
樫
君
は
カ
ル
ツ
ベ
イ
タ
ー
を

利
用
し
て
鮮
牛
〔
朝
鮮
牛
〕
に
て
燕
麦
の
中
耕
、
高
橋
先
生
、
坂
野
君
補
肥
す
る
。
外
の
人
は
人
参

牛
蒡
の
追
肥
、
人
糞
尿
、
硫
安
、
菜
豆
の
除
草
、
人
糞
補
肥
。 

一
、
人
員
移
動
、
所
長
先
生
午
前
五
時
頃
富
並
青
年
会
に
講
演
に
行
く
。
坂
本
眼
病
に
て
休
む
。
以

上
。 

 

七
月
二
日
（
月
）
晴
曇 

丹
野 

五
時
起
床
、
草
刈
に
三
班
の
人
達
行
ツ
タ
。
他
は
上
の
西
瓜
畑
に
硫
安
を
追
肥
、
朝
食
後
僕
と
小
沼

君
、
菜
□
を
デ
リ
ス
に
て
消
毒
（
弐
斗
五
升
半
）
、
他
は
陸
稲
の
除
草
。
午
后
よ
り
牛
舎
を
上
げ
堆
肥

を
積
み
、
土
田
君
等
牛
の
瓜
を
切
っ
て
く
れ
た
。
所
長
と
大
工
五
時
頃
登
場
。
高
橋
利
喜
助
君
、
馬

を
つ
れ
て
登
場
、
茄
子
苗
を
摘
つ
て
来
て
く
れ
た
。
礼
拝
後
土
田
君
を
中
心
に
打
撲
を
と
つ
た
。
礼

拝
、
就
床
。
以
上
。 

 

七
月
三
日
（
火
）
曇
り
雨
降
り 

阪
野 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
草
刈
、
一
班
の
人
全
部
行
き
、
他
は
薪
切
準
備
、
□
〔
金
へ
ん
の
み
〕
と
ぎ
、

朝
食
後
、
叶
内
、
川
口
は
薪
割
、
丹
野
、
阪
野
、
小
屋
か
け
、
他
は
全
部
薪
切
り
、
富
樫
は
富
並
行

き
、
所
長
、
土
田
帰
所
。
高
橋
利
喜
助
、
帰
省
。
叶
内
、
川
口
、
丹
野
、
阪
野
、
大
エ
に
手
伝
、
大

神
宮
裏
よ
り
木
出
し
。
九
時
礼
拝
、
床
に
就
き
。
以
上
。 

 

七
月
四
日 

水
曜 

雨
後
曇 

吉
田 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
草
刈
り
、
第
二
班
と
僕
、
丹
野
、
坂
野
君
、
他
は
丙
圃
場
、
道
路
北
小
豆
の
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間
引
除
草
。 

一
、
作
業
、
降
雨
の
為
豆
選
り
、
叶
内
、
富
樫
、
坂
本
、
荒
木
君
は
縄
な
ひ
。
午
後
雨
止
み
た
る
に

由
り
此
新
開
地
の
草
け
づ
り
。
叶
内
富
樫
君
、
午
前
同
様
、
早
川
松
田
君
は
豆
選
り
、
而
し
て
中
休

前
は
丙
圃
場
道
路
北
小
豆
の
除
草
間
引
。
夜
高
橋
先
生
よ
り
ビ
ハ
を
い
た
ゞ
く
。 

一
、
人
員
移
動
、
早
川
貞
、
浅
野
君
登
場
。 

 

七
月
五
日 

木
曜 

晴 

坂
本
国
策 

朝
仕
事
は
小
豆
の
除
草
、
食
後
に
叶
内
富
樫
は
大
石
田
に
大
豆
を
送
る
べ
く
朝
鮮
を
引
き
、
其
の
他

は
新
開
地
の
西
瓜
の
除
草
及
び
蔬
菜
の
除
草
を
し
て
、
午
後
は
薪
切
を
し
る
。
六
時
半
上
り
て
角
力

大
会
を
開
く
。
七
時
大
石
田
行
き
来
る
。
高
山
君
同
道
登
場
。 

 

七
月
六
日 

金
曜
日 

晴 

小
沼 

五
時
起
床
、
皇
国
動
運
〔
運
動
〕
、
草
刈
は
休
、
一
同
で
小
豆
の
除
草
中
耕
、
朝
食
八
時
、
食
後
一
同

で
九
時
半
迄
で
蔬
菜
の
除
草
、
拾
時
よ
り
紀
念
館
の
西
の
川
よ
り
石
運
び
、
中
食
一
時
二
時
半
よ
り

午
前
の
続
き
、
石
運
び
、
四
時
半
迄
で
行
五
時
半
よ
り
叶
内
、
富
樫
、
薪
切
、
大
神
宮
裏
を
切
り
、

外
一
同
は
蔬
菜
の
除
草
す
。
八
時
に
夕
食
す
。
食
戴
き
九
時
礼
拝
、
床
に
就
き
し
た
。
終
り
。 

 

七
月
七
日 

土
曜
日 

曇
天 

會
田
俊
雄 

五
時
起
床
、
皇
運
〔
皇
国
運
動
〕
後
、
全
員
蔬
菜
圃
の
除
草
、
中
休
後
礫
運
搬
、
一
部
背
負
ツ
テ
外

半
分
ハ
河
ヨ
リ
上
ゲ
ル
。
午
後
カ
ラ
更
代
〔
交
代
〕
ニ
午
後
ノ
中
休
ヨ
リ
西
瓜
土
寄
、
六
時
半
ニ
仕

事
モ
切
上
ゲ
炊
事
場
増
築
落
成
祝
ノ
角
力
（
故
ニ
常
ヨ
リ
早
ク
仕
事
切
リ
上
グ
）
ア
リ
マ
シ
タ
。
祝

ノ
意
ニ
テ
夕
餉
ハ
明
ル
イ
内
ウ
ド
ン
ヲ
タ
ベ
マ
シ
タ
。 

所
感
、「
弱
キ
モ
ノ
ノ
惨
メ
サ
」
ヲ
鍬
ノ
道
場
力
ノ
修
養
ニ
充
分
味
フ
タ
。
建
〔
健
〕
全
ナ
ル
身
体
ニ

健
全
ナ
ル
精
神
宿
ル
ト
コ
ノ
真
理
ヲ
思
フ
ト
キ
、
吾
不
健
全
ナ
ル
モ
ノ
ダ
ツ
タ
。
常
ニ
除
草
ニ
弥
運

搬
ニ
総
テ
ノ
動
作
ニ
強
キ
モ
ノ
ノ
仲
間
ノ
生
活
総
テ
ニ
不
平
不
満
ニ
心
ハ
迷
フ
テ
ハ
、
総
テ
ノ
動
作

モ
鈍
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
マ
シ
タ
。
反
省
ニ
反
省
ヲ
次
テ
対
ス
ル
ト
キ
、
常
ニ
煩
悶
セ
ザ
ル
ヲ
得
マ
セ
ン

デ
シ
タ
。
ア
ヽ
済
マ
ン
、
強
キ
正
シ
キ
人
々
ニ
。 

 

七
月
八
日 

土
曜
日 

曇
天 

早
川
貞
治 

朝
仕
事
は
大
山
君
の
代
り
に
け
や
き
の
下
の
小
豆
の
除
草
。
午
前
は
小
豆
の
除
草
間
引
き
で
、
昼
食
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は
一
時
。
午
后
も
小
豆
の
間
引
き
で
あ
っ
た
。
外
に
人
参
の
間
引
其
の
他
、
種
々
蔬
菜
園
の
手
入
等

を
為
す
。
除
虫
菊
の
花
採
り
を
為
す
。
以
上
。 

 

七
月
九
日 

日
曜
日 

雨
後
曇 

荒
木 

五
時
起
床
、
禊
、
皇
国
運
動
。
朝
仕
事
草
刈
二
班
、
他
班
は
小
豆
除
草
。
朝
食
中
雨
が
降
っ
た
の
で

食
後
道
場
に
て
大
豆
選
び
、
舟
越
先
生
、
坂
本
、
叶
内
、
富
樫
、
坂
野
、
僕
と
藁
仕
事
。
午
後
一
、

二
班
薪
木
切
り
。
三
班
牛
の
厩
肥
出
し
、
舟
越
先
生
、
叶
内
、
坂
野
か
ま
ど
作
り
。
富
樫
、
松
田
、

牛
に
て
山
の
内
よ
り
砂
運
搬
。
六
時
半
農
場
畑
巡
廻
、
異
状
な
し
。
終
り
。 

 

七
月
十
日 

火
曜
日 

雨 

氏
家
栄
暢 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
草
刈
、
南
瓜
の
床
作
り
。
朝
食
後
作
業
休
み
。
以
上
。 

 

七
月
十
一
日 

水
曜 

曇 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
、
第
一
班
草
刈
リ
、
二
、
三
班
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
、

甘
藍
畠
の
作
條
。 

一
、
作
業
、
甘
藍
畠
に
堆
肥
運
搬
を
な
し
同
鞍
作
り
、
午
后
同
様
、
後
一
部
は
東
中
央
新
開
地
の
薪

切
り
、
他
は
同
運
搬
、
船
越
先
生
、
叶
内
、
坂
野
君
は
か
ま
ど
作
り
。 

一
、
人
員
移
動
、
丹
野
君
、
眼
治
療
の
為
山
形
へ
、
後
藤
君
登
場
。 

一
、
事
故
、
浅
野
君
腹
痛
の
為
休
み
。 

 

七
月
十
二
日 

木
曜 

晴 

土
ヤ
〔
土
屋
〕 

一
、
五
時
起
床
、
皇
国
運
動
し
朝
草
刈
は
第
二
班
、
他
班
は
小
豆
除
草
。 

一
、
作
業
、
食
後
テ
ン
ト
張
る
。
陸
稲
の
施
肥
中
耕
、
高
山
、
早
川
、
浅
野
、
會
田
君
は
小
□
□
作

小
豆
間
引
、
午
后
油
菜
畠
へ
人
糞
尿
を
運
び
キ
ミ
を
為
し
、
午
後
同
様
。
松
田
、
富
樫
君
は
牛
に
て

山
の
内
よ
り
砂
運
搬
、
岡
崎
、
杉
浦
君
は
砂
採
り
。
後
藤
、
五
十
嵐
君
は
溝ミ

ゾ

修
理
。 

一
、
人
員
移
動
な
し
。
事
故
、
以
上
〔
異
状
〕
な
し
。
終
り
。 

 

七
月
十
三
日 

金
曜 

晴 

吉
田
英
一 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
、
第
三
班
は
草
刈
り
、
他
は
大
神
宮
裏
大
豆
の
間
引
。 

作
業
、
船
越
先
生
、
叶
内
、
坂
野
、
荒
木
（
午
后
浅
野
、
小
沼
）
は
炊
事
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
、
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會
田
、
後
藤
、
高
山
、
大
山
君
は
道
場
取
か
た
つ
け
。
坂
本
、
早
川
（
半
日
）
君
は
禊
場
道
路
作
り
。

須
藤
、
吉
田
英
（
午
前
）
、
吉
田
英
、
會
田
（
午
后
）
は
清
水
下
流
の
水
路
整
理
、
杉
浦
、
岡
崎
は
山

ノ
内
へ
砂
利
と
り
、
富
樫
松
田
君
は
仝
運
搬
。
夕
刻
群
馬
県
六
里
ヶ
原
移
民
者
十
五
名
酒
井
先
生
と

登
場
。
加
藤
先
生
作
荒
れ
果
て
し
鷄
林
の
野
を
敷
島
の
瑞
穂
の
国
と
成
さ
ね
ば
や
ま
ぬ
。 

 

七
月
十
四
日 

土
曜 

晴 

四
時
半
起
床
、
五
時
友
部
短
期
生
を
弥
栄
を
以
て
送
る
。
草
刈
り
は
第
一
班
、
他
は
大
神
宮
裏
大
豆

の
間
び
き
作
業
、
高
橋
先
生
、
土
屋
、
高
山
、
大
山
、
早
川
、
米
広
は
道
場
取
か
た
つ
け
、
會
田
、

浅
野
（
午
前
）
は
水
路
整
理
、
坂
野
、
荒
木
は
豚
舎
作
り
、
吉
田
英
、
坂
本
は
記
念
館
附
近
の
薪
運

搬
、
砂
取
り
は
後
藤
、
杉
浦
、
岡
崎
同
運
搬
、
大
石
田
行
は
富
樫
、
叶
内
、
高
橋
君
登
場
、
荒
木
、

浅
野
は
山
羊
を
殺
。 

 

七
月
十
五
日 

日
曜 

晴 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
草
刈
り
第
二
班
、
高
山
、
浅
野
砂
利
選
り
、
船
越
先
生
、

叶
内
、
坂
野
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
、
吉
田
英
は
人
参
の
間
び
き
、
他
は
蔬
菜
畠
の
手
入
。 

作
業
、
船
越
先
生
等
引
続
き
、
坂
本
、
大
山
は
水
路
整
理
、
氏
家
、
浅
野
、
高
山
は
砂
利
選
り
、
他

は
大
神
宮
西
南
牛
蒡
の
間
び
き
除
草
。
後
両
圃
場
南
瓜
の
除
草
鞍
作
り
。
午
后
コ
ン
ク
リ
ー
ト
組
引

続
き
全
員
に
て
山
ノ
内
よ
り
砂
運
搬
、
帰
り
て
第
一
寄
宿
舎
裏
葫
〔
胡
〕
麻
の
除
草
、
米
広
、
坂
本
、

高
橋
は
記
念
館
の
掘
掃
除
。
本
日
登
場
、
黒
澤
、
堀
、
田
中
、
金
子
、
草
刈
、
吉
田
義
、
佐
藤
秀
明
。 

 

七
月
十
六
日 

月
曜 

曇 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
第
一
、
三
班
は
草
刈
り
、
第
二
班
馬
屋
出
し
作
業
、
吉

田
英
、
坂
野
、
後
藤
は
砂
利
整
理
、
黒
澤
、
掘
、
浅
野
、
杉
浦
君
は
道
路
刈
り
、
坂
本
、
田
中
、
土

屋
、
米
広
は
水
路
の
し
が
ら
み
、
他
は
甘
ら
ん
の
定
植
。
午
后
四
時
迄
同
様
、
四
時
所
長
、
土
田
、

丹
野
、
大
津
君
登
場
。
十
一
、
十
二
期
も
ぞ
く
ぞ
く
登
場
す
。
夜
記
念
館
に
於
て
土
田
、
国
井
君
の

送
別
会
を
行
ふ
。
交
々
立
ち
て
両
氏
の
前
途
を
祝
す
。
記
念
撮
影
を
な
す
。 

 

七
月
十
七
日 

火
曜 

雨 

四
時
半
起
床
、
禊
を
な
す
。
葉
山
登
山
挙
行
の
予
定
の
処
、
降
雨
の
為
中
止
。
午
前
中
は
休
み
、
午

后
長
谷
川
先
輩
の
味
噌
醤
油
醸
造
に
関
す
る
お
話
あ
り
。
土
田
君
等
午
前
九
時
豪
雨
の
中
を
弥
栄
に
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送
ら
れ
て
帰
る
。 

 

七
月
十
八
日 
水
曜 

曇
時
々
晴 

五
時
起
床
、
本
日
葉
山
登
山
、
出
発
七
時
半
、
先
達
井
上
君
、
船
越
、
高
橋
先
生
以
下
二
十
六
名
な

り
。
山
ノ
内
に
下
る
。
昨
夜
の
猛
雨
に
て
橋
流
失
す
。
縄
に
よ
り
て
渡
る
。
一
ノ
瀧
、
二
ノ
瀧
、
小

松
原
、
等
の
勝
景
を
見
て
川
に
沿
ひ
て
登
る
。
雪
あ
り
。
写
真
撮
影
を
な
す
。
西
に
向
ひ
て
進
み
、

南
に
向
ひ
て
進
む
。
胸
突
八
町
等
エ
ツ
サ
エ
ツ
サ
と
気
合
を
掛
け
て
登
る
。
十
二
時
半
頂
上
葉
山
神

社
に
達
す
。
先
ず
礼
拝
を
な
し
弥
栄
を
三
唱
す
。
昼
食
を
な
す
。
吾
妻
月
山
鳥
海
蔵
王
等
雲
間
に
聳

ゆ
る
雄
大
な
り
。
葉
山
よ
り
眺
め
て
鳥
海
と
等
高
に
青
く
見
ゆ
る
は
海
な
り
と
の
意
見
は
高
橋
先
生

な
り
。
船
越
先
生
之
に
応
援
し
て
曰
く
、
海
は
鳥
海
よ
り
も
高
く
見
ゆ
る
事
あ
り
と
。
我
等
之
に
反

対
せ
し
も
聞
き
入
れ
ず
、
論
戦
二
時
間
に
及
び
た
る
も
遂
に
決
せ
ず
。
他
日
に
之
を
残
し
て
帰
る
。

帰
途
座
ぜ
ん
岩
を
見
る
。
帰
所
五
時
半
。 

 

七
月
十
九
日 

木
曜 

晴 

五
時
起
床
、
第
三
班
草
刈
り
、
他
は
第
一
寄
宿
舎
裏
、
葫
麻
の
除
草
作
業
、
一
同
天
幕
張
り
。
僕
と

荒
木
、
高
山
は
蚊
帳
整
理
、
丹
野
、
松
田
、
土
屋
は
紀
念
館
用
水
の
水
揚
げ
。
坂
本
、
後
藤
、
掘
、

黒
澤
は
河
川
の
し
が
ら
み
。
他
は
道
場
の
上
に
稲
扱
器
あ
げ
、
午
后
僕
と
荒
木
、
山
ノ
内
へ
藁
せ
お

い
。
後
縄
な
ひ
、
坂
本
組
午
前
同
様
道
路
修
理
風
呂
物
作
り
。 

 

七
月
廿
日 

金
曜 

曇 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
第
一
班
草
刈
り
、
他
は
甘
藷
の
除
草
、
唐
ぐ
わ
の
柄
す
げ
作
業
、
本
日
は
定
例

休
日
な
る
も
、
師
範
生
来
る
に
依
り
便
所
造
り
、
河
川
の
し
が
ら
み
、
柄
す
げ
、
き
び
播
き
等
な
す
。

午
后
一
時
師
範
生
百
十
五
名
、
先
生
四
名
と
登
場
、
直
に
東
松
山
に
至
り
て
農
場
の
説
明
を
聞
く
。

船
越
先
生
正
午
下
場
。 

 

七
月
廿
一
日 

土
曜 

晴 

五
時
起
床
、
記
念
館
下
に
て
禊
を
な
す
。
第
三
班
草
刈
り
。
他
は
第
一
寄
宿
舎
裏
葫
麻
畠
の
除
草
、

師
範
生
と
皇
国
運
動
。 

作
〔
作
業
〕
、
師
範
生
は
十
時
迄
講
話
、
後
藤
、
黒
澤
、
掘
は
溝
整
理
、
荒
木
、
吉
田
義
は
縄
な
ひ
、

他
は
中
央
新
開
地
の
薪
整
理
、
十
時
半
よ
り
荒
木
、
坂
野
並
に
師
範
生
、
半
分
は
北
新
開
地
の
草
刈
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並
に
打
お
こ
し
。
午
后
掘
、
坂
野
並
に
師
範
生
半
分
は
草
刈
り
、
荒
木
、
黒
澤
並
に
師
範
生
半
分
は

午
前
同
様
打
お
こ
し
。 

 

七
月
廿
二
日 

日
曜 

晴 

五
時
起
床
、
禊
を
な
す
。
朝
仕
事
全
員
に
て
馬
鈴
薯
の
摘
花
、
后
第
一
寄
宿
舎
裏
葫
麻
の
除
草
、
後

師
範
生
と
皇
国
運
動
。 

作
業
、
中
央
新
開
地
の
薪
取
か
た
つ
け
十
時
よ
り
。
富
樫
、
坂
本
、
掘
は
師
範
生
と
北
新
開
地
上
方

の
打
お
こ
し
。
坂
野
、
荒
木
と
師
範
先
生
半
分
は
草
刈
り
、
丹
野
、
氏
家
は
唐
ぐ
わ
の
柄
す
げ
。
十

時
師
範
和
田
校
長
、
安
田
少
佐
登
場
。 

 

七
月
廿
三
日 

月
曜 

晴 

五
時
起
床
、
長
期
生
は
朝
仕
事
よ
り
馬
鈴
薯
の
中
耕
。
夕
刻
迄
全
部
完
了
。
師
範
生
皇
国
運
動
。
朝

食
后
学
科
。
十
時
よ
り
坂
本
、
富
樫
、
荒
木
、
掘
、
坂
野
と
第
七
期
生
植
林
地
下
方
に
松
の
植
林
、

午
後
中
休
前
は
丙
圃
場
粟
及
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
の
除
〔
除
草
？
〕
、
中
休
後
植
林
、
夕
方
船
越
先
生
登
場
。 

 

七
月
廿
四
日 

火
曜 

晴 

師
範
生
皇
国
運
動
第
三
班
と
丹
野
、
後
藤
、
僕
、
草
刈
り
。
他
は
甘
ら
ん
の
青
虫
と
り
。 

作
業
、
第
一
班
と
松
田
は
牛
舎
肥
料
出
し
、
師
範
生
１
｜
３
と
掘
、
荒
木
は
草
り
〔
草
刈
り
〕
、
師
範

生
１
｜
３
と
高
橋
先
生
は
北
新
開
地
上
方
の
打
お
こ
し
、
残
り
と
長
期
生
は
船
越
先
生
は
中
央
新
開

地
の
打
お
こ
し
、
十
一
時
高
千
穂
足
に
つ
な
を
か
ら
み
溝
に
入
り
て
で
き
死
せ
り
。
惜
む
べ
し
。
午

後
ね
ご
ろ
に
埋
葬
せ
り
。 

 

七
月
廿
五
日 

水
曜 

晴 

一
同
武
道
、
船
越
、
高
橋
先
生
、
型
を
な
す
。
午
前
中
休
前
第
一
寄
宿
舎
裏
胡
麻
の
除
草
、
中
休
後

師
範
生
と
中
央
新
開
地
、
北
新
開
地
の
開
墾
及
第
一
寄
宿
舎
東
甘
藷
畠
の
除
草
。
午
後
は
北
新
開
地

上
方
の
み
開
墾
、
四
時
仕
事
完
了
、
角
力
等
な
す
。
食
後
茶
話
会
、
生
駒
先
生
の
道
者
清
水
に
関
す

る
お
話
、
所
長
答
礼
、
高
橋
先
生
の
び
わ
、
其
他
あ
り
甚
だ
愉
快
な
り
き
。 

 

七
月
二
十
六
日 

木
曜 

晴 

朝
仕
事
、
第
一
班
草
刈
、
他
は
南
新
開
地
西
瓜
の
除
草
、
師
範
生
皇
国
運
動
、
師
範
生
八
時
出
発
、
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尚
一
部
は
五
十
嵐
、
氏
家
、
吉
田
義
と
葉
山
登
山
、
又
一
部
は
早
朝
月
山
へ
出
発
せ
り
。
弥
栄
を
以

て
送
る
。 

作
業
、
午
前
中
は
全
員
に
て
干
草
取
か
た
つ
け
、
午
后
少
し
く
降
雨
の
為
、
北
新
開
地
に
蕎
麦
播
き
、

會
田
、
黒
澤
と
僕
は
山
ノ
内
に
藁
せ
お
い
に
行
。 

 

七
月
二
十
七
日 

金
曜 

晴 

朝
仕
事
草
刈
り
は
第
一
、
二
班
、
他
は
中
央
新
開
地
に
蕎
麦
蒔
き
作
業
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
甘
薯
畠

の
西
に
作
條
な
し
宮
重
〔
宮
重
大
根
〕
、
練
馬
大
根
播
種
後
、
蔬
菜
圃
に
至
り
て
麦
の
あ
と
に
白
菜
大

根
等
播
種
、
第
二
班
は
蔬
菜
圃
並
に
大
神
宮
前
の
麦
刈
り
、
第
三
班
は
同
打
お
こ
し
整
地
、
午
后
引

続
き
甘
ら
ん
の
移
植
施
肥
、
南
瓜
豆
の
施
肥
、
ね
ぎ
の
施
肥
等
な
す
。 

 

七
月
廿
八
日 

土
曜 

晴 

朝
仕
事
、
草
刈
り
は
叶
内
、
荒
木
、
富
樫
、
高
橋
、
牛
二
頭
と
。
残
全
部
に
て
清
水
の
南
、
麦
の
あ

と
に
打
お
こ
し
を
な
し
、
人
糞
尿
を
な
し
、
大
根
の
播
種
、
八
時
半
切
あ
げ
、
拾
時
半
出
発
、
肘
折

行
。
一
行
拾
九
名
、
次
年
子
、
松
橋
、
滝
之
沢
、
農
牧
を
へ
て
肘
折
五
時
着
。
松
井
旅
館
に
投
宿
、

後
藤
、
土
屋
、
朝
帰
宅
。 

 

七
月
廿
九
日 

日
曜 

晴 

六
時
起
床
、
水
浴
湯
浴
等
随
意
。
六
時
半
よ
り
皇
国
運
動
を
薬
師
神
社
に
於
て
な
す
。
朝
食
后
大
蔵

鉱
山
視
察
。
午
后
は
石
胞
〔
石
抱
〕
温
泉
に
至
る
も
の
、
小
松
ヶ
渕
に
至
り
て
水
泳
す
る
も
の
、
湯

に
ひ
た
る
も
の
等
あ
り
。
正
午
笹
原
坂
野
君
、
大
山
君
の
電
報
を
持
参
し
昼
食
を
済
ま
し
て
帰
る
。

大
山
君
一
時
帰
宅
、
叶
内
、
富
樫
、
浅
野
君
朝
各
帰
宅
。 

 

七
月
三
十
日 

月
曜 

晴 

六
時
起
床
、
六
時
半
よ
り
薬
師
神
社
に
於
て
皇
国
運
動
、
十
一
時
半
昼
食
を
済
ま
し
、
正
午
宿
舎
出

発
、
途
中
鳥
海
雲
上
に
浮
び
出
で
ゝ
美
し
き
こ
と
甚
し
。
掘
、
坂
本
、
吉
田
義
等
、
中
途
よ
り
別
れ

て
新
庄
に
向
う
。
風
あ
り
歩
進
む
。
六
時
半
無
事
農
場
到
着
、
群
馬
県
土
木
技
手
新
井
氏
、
萩
野
に

来
る
折
と
て
登
場
、
夜
清
水
先
生
に
関
す
る
お
話
を
聞
く
。 

 

七
月
三
十
一
日 

火
曜 

曇 
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朝
仕
事
、
第
一
寄
宿
舎
裏
葫
麻
〔
胡
麻
〕
畠
の
除
草
、
船
越
先
生
、
坂
野
君
は
か
ま
ど
作
り
。 

作
業
、
午
前
中
は
干
草
取
か
た
つ
け
、
午
後
同
様
。 

人
員
移
動
、
高
橋
先
生
、
新
井
氏
と
五
時
半
羽
黒
に
行
目
的
に
由
り
下
場
、
大
山
夕
刻
登
場
。 

 

八
月
一
日 

水
曜 

曇 

本
日
餅
を
な
す
。
朝
仕
事
草
刈
り
は
第
一
班
、
他
は
第
一
寄
宿
舎
裏
葫
麻
〔
胡
麻
〕
畠
の
除
草
、
九

時
半
朝
食
、
十
一
時
よ
り
丙
圃
場
道
路
南
燕
麦
の
青
刈
り
。
午
後
同
様
三
時
餅
を
作
業
場
に
持
参
す
。

東
田
川
郡
新
堀
村
渡
部
氏
皇
国
運
動
見
学
の
予
定
に
て
宿
泊
す
。 

人
員
移
動
、
荒
木
、
早
川
、
朝
下
場
、
叶
内
、
富
樫
、
坂
本
、
掘
、
吉
田
義
、
夕
刻
登
場
。 

 

八
月
二
日 

木
曜 

曇 

朝
仕
事
、
草
刈
り
は
第
二
班
、
他
は
第
一
寄
宿
舎
裏
、
葫
麻
〔
胡
麻
〕
の
除
草
中
耕
作
業
、
黒
澤
、

丹
野
、
小
沼
、
五
十
嵐
、
草
刈
〔
草
刈
は
苗
字
〕
と
僕
は
農
具
舎
前
道
路
西
、
大
根
の
除
草
間
び
き
、

他
は
丙
圃
場
道
路
南
、
粟
畠
の
追
肥
中
耕
、
午
後
丹
野
、
小
沼
、
五
十
嵐
、
草
刈
は
午
前
同
様
間
引
、

大
根
の
整
理
、
他
は
干
草
取
か
た
つ
け
。
浅
野
君
登
場
。 

 

八
月
三
日 

金
曜 

曇 

朝
仕
事
、
草
刈
は
會
田
、
草
刈
、
笹
原
、
米
広
、
岡
崎
、
牛
舎
肥
料
出
し
は
丹
野
、
坂
野
、
小
沼
、

五
十
嵐
、
高
山
と
僕
、
他
は
道
場
に
二
階
に
干
草
上
げ
、
九
時
半
朝
食
。 

作
業
、
掘
、
浅
野
、
富
樫
、
叶
内
は
井
戸
か
え
、
他
は
元
校
舎
跡
に
至
り
て
小
豆
の
除
草
中
耕
、
三

時
半
昼
食
。
橋
本
先
生
、
高
橋
君
と
四
時
登
場
、
赤
間
先
生
、
早
川
先
生
、
早
川
、
早
川
の
お
い
、

川
口
、
荒
木
、
富
樫
幸
、
他
二
名
登
場
。
短
期
生
二
十
二
名
登
場
。
夜
入
会
式
を
行
ふ
。 

 

八
月
四
日 

土
曜 

晴 

朝
仕
事
、
第
三
班
草
刈
り
、
他
は
大
神
宮
西
牛
蒡
の
除
草
、
短
期
生
武
道
。
八
時
よ
り
橋
本
先
生
の

朝
鮮
国
境
問
題
に
関
す
る
講
話
あ
り
。
午
后
一
時
半
よ
り
四
時
迄
長
期
生
東
松
山
下
の
草
か
り
、
杉

浦
、
岡
崎
、
浅
野
、
坂
野
、
坂
本
、
高
橋
、
短
期
生
は
青
刈
燕
麦
の
運
搬
後
打
お
こ
し
。
五
時
よ
り

引
続
き
橋
本
先
生
の
講
話
。
六
時
所
長
先
生
登
場
。 

 

八
月
五
日 

日
曜
日 

晴 
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朝
仕
事
、
短
期
生
は
武
道
、
長
期
生
は
赤
間
大
尉
の
各
個
教
練
に
号
令
調
整
、
午
前
十
時
ま
で
渋
田

先
生
の
朝
鮮
に
関
す
る
講
演
あ
り
。
十
時
よ
り
短
期
生
は
早
川
先
生
の
皇
国
運
動
に
関
す
る
説
明
あ

り
。
長
期
生
は
丙
十
三
号
地
に
ソ
バ
播
種
せ
り
。
午
后
よ
り
草
刈
君
、
五
十
嵐
両
君
は
ラ
イ
麦
刈
り
。

全
員
草
刈
り
。 

会
田
君
、
荒
木
君
、
下
場
す
。 

 

八
月
六
日 

月
曜
日 

晴 

氏
家
栄
暢 

午
前
五
時
起
床
、
五
時
半
よ
り
短
期
生
と
共
に
武
道
外
朝
草
刈
二
、
三
名
。
朝
食
後
所
長
先
生
の
皇

国
精
神
と
農
業
に
付
い
て
の
一
同
お
話
を
聞
き
、
十
一
時
頃
よ
り
昨
日
焼
い
た
所
に
ソ
バ
の
播
種
を

や
る
。
午
后
よ
り
長
短
期
生
一
同
赤
間
先
生
の
教
練
あ
り
。
午
后
五
時
頃
よ
り
全
員
に
て
午
前
中
の

続
き
の
ソ
バ
の
播
種
。 

人
員
移
動
な
し
。 

以
上
。 

 

八
月
七
日 

火
曜
日 

曇 

五
十
嵐
正
道 

記
事
、
第
一
班
、
短
期
生
、
朝
武
道
。
第
二
班
、
三
班
は
麦
後
の
ソ
バ
蒔
き
。
八
時
よ
り
所
長
先
生

の
皇
国
精
神
に
付
い
て
の
御
話
、
非
常
に
為
め
に
な
る
青
年
の
踏
べ
き
道
の
事
に
付
い
て
御
話
が
あ

り
ま
し
た
。
正
午
ま
で
短
期
生
乾
草
入
れ
、
第
一
班
番
外
Ｂ
の
ソ
バ
蒔
、
第
二
、
三
班
は
開
墾
す
。

笹
原
、
五
十
嵐
、
ラ
イ
麦
の
仕
末
〔
始
末
〕
。
午
後
短
期
生
開
墾
、
第
二
、
三
班
乾
草
後
仕
末
〔
始
末
〕
、

一
班
小
麦
の
調
整
、
高
橋
、
五
十
嵐
、
大
豆
の
中
耕
す
。 

所
感 

 

八
月
八
日 

水
曜
日 

晴 

記
事
、
朝
五
時
半
起
床
、
五
時
半
よ
り
一
時
間
余
武
道
。
八
時
頃
よ
り
所
長
先
生
の
講
演
あ
り
。
十

時
半
終
り
、
直
ち
に
開
墾
を
す
る
。
午
后
二
時
半
よ
り
五
時
迄
午
前
に
同
じ
く
開
墾
す
。
五
時
半
頃

夕
食
、
七
時
頃
よ
り
茶
話
会
を
開
く
。
農
試
場
の
山
北
先
生
の
御
話
を
受
給
は
り
茶
会
に
入
る
。
赤

間
先
生
の
実
戦
談
を
受
給
り
、
十
時
頃
寮
歌
を
以
て
閉
会
と
な
し
た
。 

人
員
移
動
、
細
谷
一
見
兄
帰
省
。 

事
故
な
し
、
農
試
よ
り
三
名
来
る
。 

 

八
月
九
日 

木
曜
日 

曇
り 

浅
野 
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午
前
五
時
起
床
、
五
時
半
よ
り
短
期
生
と
共
に
武
道
外
朝
草
刈
り
四
名
。
朝
食
後
山
北
先
生
の
蔬
菜

栽
培
に
付
て
講
演
あ
り
。
終
て
先
生
に
実
地
研
究
に
畑
を
一
同
で
巡
り
色
々
の
蔬
菜
に
研
究
事
項
が

あ
り
ま
し
た
。
午
后
は
短
期
生
共
に
開
墾
、
ソ
バ
蒔
き
を
行
い
ま
し
た
。 

人
員
移
動
、
農
試
の
山
北
先
生
、
外
二
名
助
手
が
午
后
よ
り
下
山
し
ま
し
た
。 

以
上
。 

 

八
月
十
日 

金
曜
日 

曇
り
少
し
く
雨 

草
刈 

午
前
四
時
起
床
、
所
長
ノ
都
合
デ
今
日
ハ
速
ク
起
キ
皇
国
運
動
、
後
短
期
講
習
終
了
式
。
長
期
生
モ

前
班
ノ
休
ノ
人
ハ
下
ル
。
短
期
ハ
モ
チ
ロ
ン
農
場
ハ
嵐
ノ
後
ノ
如
ク
静
ニ
ナ
リ
ヌ
。
後
リ
シ
十
五
、

六
名
ハ
午
前
中
大
根
ノ
間
引
ヨ
□
ノ
消
毒
致
シ
テ
今
日
ハ
定
休
日
、
故
ニ
午
後
カ
ラ
休
ミ
タ
リ
。 

 

八
月
十
一
日 

晴
暑
く
非
常
に
風
少
有
り 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
大
根
の
間
引
、
第
一
班
草
刈
。
午
前
中
陸
稲
の
草
取
り
、
午
後
午
前
中
を
引

続
を
除
草
。
坂
野
君
、
笹
原
君
、
松
田
君
は
大
石
田
町
に
下
山
す
。
氏
家
君
、
川
口
君
と
甘
藍
の
消

毒
。
交
代
に
て
エ
ン
バ
ク
の
小
鳥
追
ひ
。
九
時
礼
拝
後
就
床
。
以
上
。 

 

八
月
十
二
日 

日
曜 

晴 

吉
田
英
一 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
、
全
員
に
て
草
刈
、
笹
原
君
と
僕
は
燕
麦
の
小
鳥
追
ひ
。 

作
業
、
青
刈
燕
麦
黴
を
生
じ
た
る
為
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
ひ
ろ
げ
て
乾
燥
し
、
後
第
二
寄
宿
舎
東
、

大
豆
畠
の
除
草
。
九
時
半
富
並
工
藤
氏
来
り
て
弥
栄
号
の
角
切
断
。
午
后
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
、
馬
鈴

薯
の
偽
瓢
虫
〔
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
〕
と
り
、
後
大
神
宮
西
牛
蒡
畠
南
、
大
豆
の
除
草
、
帰
り
て

燕
麦
取
か
た
つ
け
、
一
部
は
道
場
上
に
あ
ぐ
。
交
々
小
鳥
追
ひ
。
坂
野
、
高
山
君
、
大
石
田
へ
毛
布

其
他
持
参
に
行
。 

 

八
月
十
三
日 

月
曜 

晴 

高
山
政
雄 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
皇
国
運
動
後
、
坂
野
、
川
口
両
君
、
燕
麦
の
小
鳥
追
を
拝
命
、
残
の
全
員
秣

苅
。
朝
餐
後
、
笹
原
、
杉
田
両
君
下
山
。
残
員
十
一
名
九
時
よ
り
燕
麦
刈
、
僕
等
の
初
考
で
は
到
底

今
日
一
日
で
は
出
来
ま
じ
く
、
考
へ
れ
ど
全
員
の
熱
心
は
見
事
二
反
以
上
の
燕
麦
を
刈
り
終
へ
て
運

搬
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
上
一
面
に
並
べ
乾
す
。
刈
り
を
へ
し
時
す
で
に
陽
は
三
枚
ビ
ラ
の
影
に
没
し

て
汗
シ
ャ
ツ
を
濡
す
。
炊
事
、
草
刈
君
に
川
口
、
太
田
両
君
応
援
。
シ
ル
コ
の
馳
走
は
我
々
に
大
な

る
満
足
を
与
へ
た
。
以
上
。 
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八
月
十
四
日 

火
曜
日 

晴
天 

阪
野 

六
時
起
床
、
禊
を
し
て
一
同
皇
国
運
動
な
し
、
朝
仕
事
、
燕
麦
を
コ
ー
ト
に
干
方
、
七
時
半
朝
食
、

午
前
中
は
休
み
、
拾
壱
時
半
に
昼
食
を
食
べ
、
午
后
壱
時
よ
り
燕
麦
の
調
製
を
や
り
、
七
時
半
に
夕

食
を
食
べ
、
食
後
高
橋
先
生
よ
り
私
等
前
途
の
修
養
講
話
を
き
ゝ
、
九
時
に
床
に
就
き
ま
し
た
。 

人
員
移
動
な
し
。
以
上 

 

八
月
十
五
日
（
水
）
晴
、
雨
模
様
あ
り 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
草
刈
全
員
、
午
前
中
エ
ン
ド
畑
の
整
理
、
午
後
燕
麦
の
調
製
。 

人
員
移
動
、
氏
家
、
五
十
嵐
、
川
口
、
草
刈
の
諸
兄
は
蔵
王
朝
日
山
の
登
山
に
行
く
。
沓
名
兄
、
清

野
兄
は
登
場
す
。 

九
時
礼
拝
就
床
。
以
上
。 

 

八
月
十
六
日 

木 

晴 

起
床
五
時
、
朝
仕
事
、
全
員
草
刈
。
終
日
害
虫
ク
除
。 

人
員
移
動
、
吉
田
君
、
小
沼
君
、
高
山
君
、
下
山
す
。
九
時
礼
拝
起
床
。
以
上
。 

 

八
月
十
七
日 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
全
員
草
刈
。
午
前
中
エ
ン
ド
ウ
の
整
理
及
び
青
菜
の
消
毒
。
午
後
燕
麦
藁
を

道
場
入
れ
、
後
午
前
中
作
業
を
引
続
き
。 

人
員
移
動
、
早
川
兄
登
場
。 

九
時
礼
拝
就
床
、
以
上
。 

 

八
月
十
八
日 

土
曜
日 

晴 

26℃ 

早
川
貞
治 

五
時
起
床
、
皇
国
運
動
を
な
す
。
草
刈
高
橋
先
生
、
清
野
君
、
沓
名
君
、
雑
業
を
為
す
。
坂
野
君
、

早
川
生
〔
先
生
〕
、
富
並
へ
牛
曳
。
終
り
。 

 

八
月
十
九
日 

日
曜
日 

草
刈
全
員
、
堆
肥
積
、
高
橋
利
、
掘
、
□
野
、
岡
崎
の
諸
氏
、
蔬
菜
園
の
手
入
を
行
ふ
。 

人
員
移
動
、
坂
野
氏
下
山
、
登
場
早
川
先
生
。 
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八
月
二
十
日 

月 

本
日
は
休
日
な
り
。
草
刈
全
員
、
朝
仕
事
後
休
日
。 

人
員
移
動
、
丹
野
君
、
喉
の
疾
病
あ
る
た
め
、
早
川
先
生
、
掘
、
高
橋
利
、
岡
崎
は
富
並
ま
で
送
り
、

掘
君
は
山
形
ま
で
護
り
行
か
れ
た
。
高
橋
先
生
、
池
田
君
は
下
山
。 

 

八
月
廿
一
日 

天
候
（
晴
） 

火 
浅
野
佐
内 

朝
５
時
起
床
、
朝
草
刈
、
高
橋
利
、
岡
崎
、
大
山
、
早
川
、
浅
野
、
朝
食
後
、
高
橋
、
岡
崎
、
牛
を

引
い
て
富
並
行
、
私
と
早
川
先
生
、
早
川
貞
と
道
場
掃
除
、
大
山
鳥
料
理
、
其
よ
り
ご
ぼ
う
除
草
、

清
野
炊
事
、
正
午
昼
食
后
午
よ
り
早
川
先
生
と
貞
治
君
、
私
と
３
名
で
小
豆
の
除
草
。
畑
野
川
北
及

び
米
廣
君
登
場
。
終
り
。 

 

八
月
廿
十
二
日
（
水
）
天
候
晴 

浅
野
佐
内 

朝
五
時
起
床
、
草
刈
牛
引
を
私
、
高
橋
利
、
大
山
、
清
野
、
米
廣
、
残
り
早
川
先
生
等
、
大
豆
除
草
、

岡
崎
炊
事
、
高
橋
先
生
の
親
友
、
登
場
。
朝
食
後
午
前
中
、
小
豆
除
草
、
又
后
午
よ
り
小
豆
除
草
、

友
部
よ
２
人
来
り
ま
し
た
。
后
午
六
時
よ
り
私
と
高
橋
利
、
米
廣
と
堆
肥
に
水
を
か
け
た
。
夕
飯
后

午
七
時
、
后
午
九
時
礼
拝
、
休
み
。
終
り
。 

 

八
月
廿
十
三
日
（
木
）
天
候
晴 

浅
野
佐
内 

朝
五
時
起
床
、
朝
草
刈
、
高
橋
利
、
清
野
、
大
山
、
牛
を
引
い
て
私
、
米
廣
、
早
川
貞
、
大
神
宮
上

の
小
豆
除
草
、
朝
食
、
午
前
八
時
、
午
前
九
時
実
習
全
員
で
道
場
掃
除
及
び
□
草
上
げ
、
岡
崎
炊
事
、

午
后
よ
り
道
場
集
囲
〔
周
囲
〕
掃
除
、
五
十
嵐
、
叶
内
、
吉
田
義
、
登
場
、
后
午
八
時
夕
食
后
午
九

時
礼
拝
、
同
九
時
。
川
口
、
松
田
、
氏
家
登
場
。
終
り
。
休
み
。 

 

八
月
廿
十
四
日
（
金
）
天
候
雲 

浅
野
佐
内 

朝
五
時
起
床
、
私
と
吉
田
義
雄
君
炊
事
、
朝
草
刈
、
岡
崎
、
牛
を
引
い
て
五
十
嵐
、
清
野
、
大
山
、

残
り
も
甘
藷
除
草
、
朝
飯
午
前
八
時
高
橋
利
、
叶
内
、
米
廣
、
大
石
田
行
。
午
前
九
時
実
習
甘
藷
除

草
、
后
午
２
時
昼
飯
、
后
午
３
時
よ
り
□
□
、
早
川
先
生
外
小
豆
除
草
、
岡
崎
、
川
口
、
庭
掃
除
、

□
□
、
船
越
先
生
、
富
樫
登
場
。
夕
飯
后
午
七
時
。
終
り
。 
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八
月
二
十
五
日 

晴
後
雲
り
少
雨 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
草
刈
（
全
員
）
杉
苗
向
の
小
豆
除
草
後
、
門
外
の
小
豆
草
取
。
午
後
玉
蜀
黍
の

脱
穀
後
休
。
日
本
〔
本
日
？
〕
よ
り
第
弐
会
短
期
講
習
会
。 

人
員
移
動
、
登
場
者
、
野
坂
、
会
田
、
杉
浦
、
高
山
、
草
刈
、
赤
間
先
生
、
笹
原
、
土
谷
、
後
藤
、

所
長
。
下
山
、
野
坂
、
高
橋
等
山
ノ
内
□
で
所
長
迎
ひ
。
九
時
礼
拝
就
床
、
以
上
。 

 

八
月
二
十
六
日 

日
曜 

曇 

吉
田
英
一 

朝
仕
事
、
全
員
に
て
草
刈
り
。
七
時
よ
り
短
期
講
習
会
入
会
式
を
挙
行
。
午
前
は
農
民
の
資
格
に
関

す
る
所
長
先
生
の
講
話
、
拾
時
よ
り
実
習
、
長
期
第
一
班
は
堆
肥
出
し
、
第
二
班
畠
の
畦
刈
り
、
第

三
班
農
場
入
口
小
豆
の
除
草
。
短
期
生
第
一
―
第
五
班
は
大
神
宮
前
杉
の
下
刈
り
、
残
は
除
草
。
午

後
山
崎
先
生
農
民
道
に
関
す
る
講
話
。
五
時
よ
り
第
一
、
二
は
畦
刈
、
第
三
班
杉
松
苗
の
除
草
。
本

日
富
並
並
に
西
郷
処
女
会
員
約
二
百
名
、
正
午
登
場
。
山
崎
先
生
講
話
後
帰
還
。 

 

八
月
二
十
七
日 

月
曜 

曇 

朝
仕
事
、
Ｃ
圃
場
道
路
南
粟
小
豆
畠
の
除
草
。
短
期
生
皇
国
運
動
。
拾
時
迄
山
崎
先
生
の
農
民
道
、

感
謝
進
歩
協
同
に
関
す
る
講
話
。
後
馬
鈴
薯
の
除
草
。
午
後
馬
鈴
薯
発
掘
運
搬
、
全
部
完
了
。
Ｃ
圃

場
道
路
南
小
豆
の
除
草
。
山
崎
先
生
午
前
拾
一
時
下
場
、
赤
間
先
生
夕
刻
登
場
。 

 

八
月
二
十
八
日 

火
曜 

曇 

朝
仕
事
、
長
期
は
丙
Ａ
小
豆
の
除
草
、
短
期
武
道
拾
時
迄
、
短
期
生
は
所
長
の
講
話
、
長
期
生
教
練
。

拾
時
よ
り
正
午
迄
合
同
に
て
中
隊
教
練
。
午
后
長
期
生
は
東
新
墾
予
定
場
の
薪
切
り
。
短
期
生
一
―

四
班
は
杉
の
下
刈
り
。
残
は
除
草
。 

 

八
月
廿
九
日 

水
曜 

曇 

山
崎
先
生
九
時
登
場
、
短
期
生
半
は
大
神
宮
裏
大
豆
の
除
草
、
他
は
燕
麦
あ
と
の
打
お
こ
し
。
長
期

新
墾
予
定
地
の
薪
切
り
、
後
藤
、
富
樫
、
大
山
は
大
根
追
肥
、
僕
、
会
田
、
川
口
、
太
田
は
芋
洗
ひ
。

午
后
山
崎
先
生
の
講
話
、
五
時
よ
り
赤
間
先
生
の
教
練
時
に
豪
雨
肺
〔
沛
〕
然
と
し
て
来
る
を
以
て

中
止
。
田
沢
青
年
拾
数
名
登
場
、
夕
方
帰
る
。 

 

八
月
卅
日 

木
曜 

曇 
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午
前
山
崎
先
生
講
話
、
正
午
北
村
山
郡
各
町
村
校
長
連
三
十
五
名
登
場
。
午
后
長
期
生
薪
切
り
、
短

期
校
長
連
は
開
墾
並
に
馬
鈴
薯
あ
と
の
打
お
こ
し
、
長
期
生
は
薪
切
り
。
本
日
北
村
山
郡
各
村
校
長

連
三
十
五
名
並
に
白
鳥
青
年
十
五
名
登
場
。
夜
全
員
に
て
茶
話
会
を
開
く
。
在
場
総
員
百
八
十
数
名
、

山
崎
先
生
の
お
話
、
所
長
の
挨
拶
、
校
長
の
謝
辞
、
短
期
生
の
処
感
等
あ
り
。
甚
盛
会
な
り
き
。 

 

八
月
卅
一
日 

金
曜 

曇 

朝
仕
事
、
第
二
班
草
刈
り
、
他
は
畦
刈
り
、
校
長
連
皇
国
運
動
、
短
期
生
武
道
後
一
同
に
て
皇
国
運

動
。
食
前
一
同
に
て
紀
念
撮
影
を
な
す
。
食
後
山
崎
先
生
の
講
話
。
午
後
所
長
の
皇
国
運
動
並
に
植

民
問
題
に
関
す
る
講
話
。
後
長
期
生
は
□
〔
材
、
伐
？
〕
作
り
、
短
期
一
、
二
、
八
、
九
班
は
萩
刈

り
。
他
は
東
新
開
地
の
開
墾
、
赤
間
先
生
、
校
長
連
白
鳥
連
中
、
午
後
帰
還
。 

 

九
月
一
日 

土
曜 

晴 

五
時
半
よ
り
全
員
に
て
皇
国
運
動
後
終
了
式
挙
行
。
朝
食
七
時
。
山
崎
先
生
弥
栄
に
送
ら
れ
て
下
場
。

短
期
生
も
交
々
帰
還
。
山
崎
先
生
の
書
く
ぢ
び
き
に
て
戴
く
。
午
前
中
一
班
道
場
取
か
た
つ
け
、
二

班
下
駄
整
理
、
三
班
草
刈
、
午
后
休
み
。
氏
家
君
帰
宅
。 

 

九
月
二
日 

日
曜 

晴 

朝
仕
事
、
第
一
班
草
刈
、
他
は
馬
鈴
薯
選
り
。 

作
業
、
第
一
班
以
下
拾
名
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
甘
し
よ
の
蔓
返
し
後
甘
ら
ん
の
除
草
、
青
虫
と
り
、

他
は
第
二
寄
宿
舎
東
西
瓜
畠
の
草
け
づ
り
、
後
東
の
南
新
開
地
西
瓜
南
瓜
畠
の
草
け
づ
り
、
午
後
同

様
第
二
室
の
宿
舎
東
甘
薯
の
除
草
後
馬
鈴
薯
の
い
も
ひ
ろ
ひ
、
本
日
土
屋
君
下
場
、
掘
、
會
田
君
、

甘
ら
ん
に
デ
リ
ス
散
布
。 

 

九
月
三
日 

月
曜 

晴 

後
藤
武 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
馬
鈴
薯
選
り
、
船
越
先
生
以
下
坂
野
、
高
橋
、
叶
内
、
荒
木
、
杉
浦
、
富
樫

君
等
、
山
の
内
に
臼
運
び
に
行
い
た
。
午
前
の
作
業
は
南
瓜
の
除
草
と
農
具
舎
後
の
薪
整
理
、
午
後

か
ら
馬
屋
の
肥
出
し
、
薪
整
理
は
引
続
き
終
日
、
午
后
二
時
半
南
村
山
郡
中
川
村
青
年
団
十
名
到
着
、

続
い
て
飽
海
郡
遊
佐
公
民
学
校
生
徒
二
拾
六
名
校
長
引
率
に
て
登
場
、
夜
い
つ
も
の
通
り
九
時
就
寝
。

以
上
。 
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九
月
四
日 

火
曜 

晴 

坂
本
国
策 

朝
仕
事
、
武
道
、
皇
国
運
動
。
短
期
生
七
時
道
場
出
発
。
作
業
、
草
刈
は
川
口
、
松
田
、
米
広
の
諸

侯
に
し
て
□
□
は
萩
刈
、
会
田
、
掘
、
坂
野
、
所
長
は
甘
藍
の
殺
虫
。
午
後
同
様
。
舟
越
先
生
、
叶

内
、
富
樫
、
荒
木
、
高
橋
は
甘
藍
の
灌
水
、
午
後
三
時
、
沖
郷
青
年
団
員
十
五
名
登
場
、
開
墾
を
な

す
。 

 

九
月
五
日 

木
曜 

晴 

吉
田
大
八 

長
期
生
一
同
に
て
武
道
や
ま
と
は
た
ら
き
を
な
し
、
朝
食
後
所
長
の
講
演
十
時
よ
り
一
同
正
午
ま
で

開
墾
。
一
時
、
短
期
生
帰
る
。
午
後
草
刈
三
班
、
他
は
萩
刈
、
後
藤
最
も
刈
つ
た
り
。
船
越
先
生
一

派
は
灌
水
。
今
夕
短
期
講
習
会
、
千
秋
楽
祝
と
し
て
餅
を
な
す
。
丹
野
、
氏
家
君
帰
る
。（
登
場
）
後

藤
君
、
餅
最
も
食
べ
て
此
の
日
腹
痛
み
、
し
た
。
終
り
。 

 

九
月
六
日 

金
曜 

晴 

青
野
泰
雄 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
、
朝
仕
事
、
丹
野
君
、
後
藤
君
と
私
は
縄
な
ひ
を
し
其
の
他
の
人
は
馬
鈴
薯

選
り
、
又
菜
蕪
の
施
肥
、
朝
食
後
、
菜
種
の
蒔
付
け
、
小
豆
の
収
穫
、
馬
鈴
薯
拾
ひ
等
分
担
し
て
、

午
后
よ
り
も
同
じ
。
夕
方
萩
片
つ
け
等
を
な
す
。 

人
員
移
動
、
所
長
先
生
下
山
、
高
橋
君
帰
郷
。 

 

九
月
七
日 

土
曜
日 

小
雨 

太
田
宇
忠 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
、
朝
仕
事
、
小
豆
む
き
。
午
前
中
小
豆
む
き
及
縄
な
ひ
、
午
後
作
業
な
し
、

九
時
半
礼
拝
、
十
時
夕
食
。
友
部
よ
り
野
々
山
先
生
来
る
。 

事
故
、
紛
失
事
件
出
ず
。
午
後
二
時
半
よ
り
九
時
半
ま
で
道
場
に
於
て
一
同
反
省
取
調
べ
る
も
判
明

せ
ず
。 

人
員
移
動
、
須
藤
君
登
場
す
。 

 

九
月
八
日 

土
曜
日 

曇
一
時
雨 

荒
木 

作
業
、
朝
仕
事
、
一
班
草
苅
、
他
は
道
場
に
て
小
豆
む
き
、
朝
食
後
友
部
国
民
高
等
学
校
の
野
々
山

先
生
の
話
を
聞
く
。
西
瓜
栽
培
方
法
も
聞
く
。
十
時
よ
り
坂
野
、
坂
本
、
叶
内
、
富
樫
、
杉
浦
、
高

山
、
五
十
嵐
、
私
と
神
宮
上
の
西
瓜
畑
に
堆
肥
積
み
、
他
は
小
豆
も
ぎ
、
午
后
一
班
小
豆
も
ぎ
、
二

三
班
堆
肥
積
み
、
石
灰
二
俵
使
用
、
高
さ
約
五
尺
二
間
半
四
方
、
午
前
十
時
友
部
の
野
々
山
先
生
と



2015-4 農場日誌：昭和 3（1928）年 4月 30日―11月 10日  28 / 40 

 

 

 28 / 40 

船
越
先
生
下
山
す
。
終
り 

 

九
月
九
日 
日
曜
日 

晴 

作
業
、
堆
肥
つ
み
一
組
、
朝
仕
事
、
草
刈
り
一
組
を
な
す
。
食
後
堆
肥
積
み
一
組
と
、
萩
刈
と
お
〔
を
〕

な
す
。
午
后
同
様
な
り
。
午
后
よ
り
五
十
嵐
君
小
豆
調
製
お
〔
を
〕
な
す
。
終
り 

 

九
月
拾
日 

晴 

會
田
俊
雄 

五
時
起
床
、
一
部
厩
肥
出
シ
、
残
部
薪
整
理
、
七
時
半
朝
食
後
定
期
ノ
休
ミ
。
或
人
ハ
下
界
ヘ
今
日

ゾ
洗
濯
ト
、
又
読
書
ス
ル
人
モ
有
ル
。
早
川
先
生
達
、
農
場
ノ
実
測
。
ナ
ン
ト
御
苦
労
様
ト
感
謝
ノ

念
湧
ク
。
残
暑
激
烈
ナ
ル
下
ニ
昼
食
ニ
テ
植
民
組
ノ
荒
木
君
ノ
御
土
話
〔
土
産
？
〕
デ
玉
蜀
黍
ダ
ケ
。

夕
餉
ニ
ハ
名
物
汁
粉
デ
舌
鼓
ヲ
打
ツ
。
今
朝
坂
本
、
米
廣
両
君
下
山
、
午
後
珍
ラ
シ
ク
モ
小
笠
原
君

参
上
。 

初
秋
ノ
風
、
朝
ノ
禊
ニ
一
般
ノ
快
味
ヲ
覚
エ
ル
様
ニ
ナ
ツ
タ
。
此
ノ
俺
ニ
モ
此
処
ニ
於
テ
春
ヲ
迎
ヘ

夏
ヲ
過
ゴ
シ
秋
ヲ
迎
エ
ン
ト
シ
テ
ル
。
中
途
下
山
ス
ル
モ
在
場
モ
短
ク
ナ
イ
。
真
剣
ノ
農
夫
ノ
輝
キ

観
〔
歓
〕
喜
モ
シ
タ
ト
同
時
、
俗
□
野
暮
ト
嫌
気
モ
起
キ
タ
。
家
モ
捨
テ
タ
吾
ニ
ハ
考
ヘ
ル
暇
モ
少

ナ
ク
ナ
カ
ツ
タ
。
是
レ
マ
デ
山
崎
先
生
初
メ
諸
先
生
ノ
処
世
訓
、
新
シ
ク
強
ク
生
キ
ル
農
民
道
弥
栄

ノ
道
、
諸
先
生
ト
共
ニ
流
ス
汗
、
ソ
ノ
奥
底
ニ
流
ル
ヽ
或
物
ヲ
オ
ボ
ロ
ナ
ガ
ラ
モ
意
識
ス
ル
、
感
ズ

ル
ト
共
ニ
帰
レ
帰
レ
ト
底
力
ア
ル
言
葉
ガ
強
イ
叫
ビ
ガ
モ
レ
ル
ヲ
感
ズ
ル
。
帰
ツ
テ
大
地
ヲ
踏
ミ
シ

メ
ヨ
ト
。
今
日
読
ン
ダ
ム
ツ
ソ
リ
ニ
伝
ニ
ヨ
ル
ト
彼
ハ
不
言
実
行
ダ
ソ
ー
ダ
。 

 

九
月
拾
壱
日 

晴 

氏
家
栄
暢 

五
時
起
床
、
朝
草
刈
第
二
班
、
一
班
は
陸
稲
畑
の
除
草
、
三
班
は
堆
肥
に
水
掛
け
を
や
る
。
朝
食
後

は
全
員
に
て
薪
の
整
理
運
ぱ
ん
等
。
午
后
か
ら
も
同
様
五
時
の
中
休
み
に
皆
ん
な
で
西
瓜
を
頂
く
。

吉
田
義
君
下
場
。 

 

九
月
拾
弐
日 

曇 

五
十
嵐
正
道 

作
業
、
朝
草
第
三
班
、
残
り
全
部
薪
整
理
運
搬
、
朝
食
後
全
員
薪
の
整
理
、
午
後
よ
り
麦
蒔
き
の
準

備
、
七
時
礼
拝
。 

人
員
移
動
、
掘
君
退
場
、
太
田
、
米
広
、
小
沼
、
富
樫
の
諸
兄
、
病
ひ
の
床
に
臥
し
ぬ
。 

感
想
、
こ
の
高
天
ゲ
原
も
冷
め
た
き
雪
に
と
ざ
さ
れ
て
八
百
万
神
も
中
国
に
天
下
る
。
も
う
二
ヶ
月
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の
命
だ
。
来
世
は
あ
る
だ
ら
う
が
、
現
世
は
二
ヶ
月
、
中
国
□
に
発
展
せ
ん
と
す
る
心
は
神
々
の
顔

に
表
れ
て
居
る
で
わ
な
い
か
。 

 

九
月
拾
参
日 

天
晴
れ
、
松
田 

五
時
起
床
、
五
時
半
よ
り
薪
整
理
及
び
運
搬
、
七
時
過
ぎ
朝
食
、
後
八
時
頃
よ
り
全
員
に
て
麦
蒔
き

の
準
備
、
う
ね
を
切
り
堆
肥
運
搬
等
や
れ
り
。
昼
か
ら
も
午
前
中
と
同
じ
。 

人
員
移
動
、
高
橋
先
生
来
た
る
。
た
め
に
西
瓜
を
食
ふ
事
が
出
来
た 

×
 
×

 
 

 
×

 
×

 
 

 
×

 
×

 

も
う
秋
だ
。
虫
君
達
が
草
葉
の
陰
で
見
事
に
オ
ー
ゲ
ス
ト
ラ
を
か
な
で
ゝ
居
る
。
が
も
う
直
き
冷
た

い
冬
が
来
て
白
い
雪
の
農
場
が
包
ま
れ
る
。
ほ
ん
と
□
も
う
直
き
だ
。
み
つ
し
り
や
ら
う
。 

 

九
月
十
四
日 

曇
天 

金
曜 

米
広 

五
時
起
床
、
皇
国
運
動
、
二
班
草
刈
、
外
全
部
麦
蒔
地
堆
肥
の
覆
土
。
午
前
麦
蒔
地
へ
堆
肥
運
搬
、

富
樫
、
岡
崎
、
牛
二
頭
引
き
富
並
行
。
午
后
堆
肥
運
搬
及
び
覆
土
。
夜
角
力
を
取
る
。
九
時
礼
拝
就

床
。 

事
故
な
し
。 

人
員
移
動
、
早
川
先
生
、
貞
治
君
下
場
。 

所
感
、
我
々
も
修
養
道
場
に
於
け
る
修
養
期
間
も
後
一
ヶ
月
程
に
な
り
ま
し
た
。
風
は
涼
し
い
。
我
々

が
一
生
懸
命
実
習
に
於
て
精
心
〔
精
神
〕
の
鍛
練
す
る
時
は
此
の
時
で
あ
り
ま
す
。
ぐ
づ
ぐ
づ
し
て

居
る
間
に
時
は
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。
御
互
に
ミ
ツ
シ
リ

．
．
．
．
修
養
致
し
ま
せ
う
。
私
は
諸
兄
御
存
知
の
如

く
至
つ
て
意
志
の
弱
い
人
間
で
す
か
ら
、
諸
兄
よ
、
陰
に
陽
に
ム
チ
打
て
下
さ
い
。
此
の
尊
と
い
紙

上
を
借
り
て
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
以
上
。 

 

九
月
十
五
日 

曇 

叶
内 

一
、
五
時
起
床
、
五
時
半
皇
運
。 

二
、
作
業
、
朝
一
、
二
班
、
麦
蒔
準
備
、
三
班
草
刈
り
。
八
時
朝
食
。
午
前
中
須
藤
、
坂
野
以
下
七

名
、
下
の
官
舎
跡
に
小
豆
も
ぎ
、
残
り
は
朝
の
続
き
。
午
后
五
時
迄
、
午
前
の
引
続
四
名
に
て
井

戸
掃
除
、
以
後
小
豆
も
ぎ
。 

三
、
登
場
者
、
船
越
先
生
、
高
橋
利
喜
助
君
、
下
山
者
、
吉
田
英
一
君
、
青
野
泰
雄
君
。 

四
、
事
故
な
し
。 
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九
月
十
六
日 

雨 

岡
崎 

一
、
起
床
五
時
、
皇
運
後
各
自
分
担
に
着
く
。
二
班
草
刈
り
五
名
、
外
ハ
麦
播
種
畑
の
ふ
く
土
、
叶

内
、
富
樫
、
大
石
田
に
炊
事
用
品
運
び
に
行
く
。
薪
運
搬
、
麦
播
種
す
。
午
后
も
同
じ
。 

事
故
な
し
。 

人
員
移
動
、
浅
野
、
佐
内
、
下
場
。 

所
感
、
吾
等
も
早
や
最
後
五
分
間
と
云
ふ
時
期
な
の
だ
。
余
す
処
一
ヶ
月
余
で
あ
る
。
然
る
に
吾
等

の
奮
闘
す
べ
き
時
は
来
り
、
此
の
一
□
に
於
て
大
い
に
骨
身
を
お
し
ま
ず
、
御
互
に
諸
共
い
修
養
を

務
め
ま
せ
う
。 

 

九
月
十
七
日 

雨
天 

五
時
起
床
し
て
禊
、
一
斉
皇
国
運
動
し
て
第
三
班
草
苅
り
す
。
他
は
麦
播
種
す
る
。
午
前
中
の
作
業

と
し
て
六
名
厩
肥
出
し
。
他
は
炭
焼
と
木
切
り
す
。
高
橋
君
、
富
並
に
小
豆
運
搬
す
。
鮮
牛
一
頭
引

き
て
午
後
六
名
燕
麦
苅
り
す
る
。
他
は
午
前
同
業
。 

事
故
無
し
。 

人
員
移
動
、
荒
木
、
丹
野
、
草
苅
、
下
場
。 

所
感
は
除
々
〔
徐
々
〕
に
書
か
う
。
（
富
樫
生
） 

 

九
月
十
八
日 

五
時
起
床
、
禊
、
皇
国
運
動
、
第
一
、
第
二
、
草
刈
、
残
員
□
□
。
午
前
午
後
藁
仕
事
。 

員
人
〔
人
員
〕
移
動
、
米
廣
兄
、
叶
内
兄
、
坂
野
兄
。
九
時
礼
拝
就
床
。
以
上
。 

 

九
月
二
十
日 

晴
天 

五
時
起
床
、
禊
、
皇
国
運
動
、
草
刈
一
班
、
二
班
、
午
前
。
飯
後
の
〔
約
二
字
分
空
き
〕
午
後
ヨ
リ

陸
稲
刈
リ
。
玉
蜀
黍
刈
り
、
員
人
〔
人
員
〕
移
動
、
米
廣
、
小
笠
原
、
岡
崎
、
土
屋
兄
、
坂
野
兄
。

九
時
礼
拝
就
床
、
終
り
。 

 

九
月
二
十
一
日 

晴
後
雨 

早
川
貞
治 

五
時
起
床
、
禊
す
。
皇
国
運
動
を
行
ひ
気
分
を
等
〔
統
〕
一
し
て
作
業
に
取
り
掛
る
。
草
刈
第
二
班
、

氏
家
、
松
田
、
五
十
嵐
の
諸
兄
。
他
は
幹ク

キ

□
の
間
引
、
以
上
。
朝
仕
事
、
草
刈
班
は
朝
鮮
老
婦
人
〔
牛
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の
こ
と
〕
を
曳
き
て
大
位
に
頑
張
な
り
。
朝
食
九
時
終
り
。
九
時
半
作
業
始
め
、
燕
麦
の
後
へ
菜
の

播
種
。
午
後
は
玉
蜀
黍
の
穂
切
り
、
休
息
時
間
に
は
お
八
ツ
、
西
瓜
の
御
馳
走
。
陸
稲
の
格
納
、
六

時
半
終
了
。
終
り
。 

 

九
月
拾
九
日 

雨
天
〔
二
十
一
日
の
次
の
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
〕 

午
前
五
時
起
、
禊
し
て
皇
国
運
動
後
、
三
班
草
苅
り
、
他
は
麦
播
種
、
朝
飯
後
降
雨
に
て
外
仕
事
出

来
ヌ
故
、
道
場
に
て
藁
仕
事
す
る
な
り
。
午
後
同
業
な
り
。 

 

九
月
二
十
二
日 

午
前
五
時
起
床
、
禊
を
し
て
皇
国
運
動
を
し
て
草
苅
す
。
残
り
の
人
々
菜
の
間
引
を
し
て
八
時
半
朝

飯
、
午
前
中
唐
キ
ビ
刈
り
及
運
般
〔
搬
〕
。
午
后
私
及
パ
リ
、
高
山
君
、
高
橋
先
生
の
四
人
で
開
墾
地

の
後
片
付
け
、
の
ち
〔
以
下
空
白
〕 

夜
晩
、
浅
食
の
西
瓜
四
つ
六
つ
、
高
橋
院
長
診
察
済
み
の
や
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
り
て
、
僕
は
青
い
や

つ
を
二
つ
許
り
摂
つ
て
大
失
敗
し
た
。
之
も
修
業
と
思
つ
た
。
四
時
、
下
の
官
舎
の
小
豆
と
り
連
中

か
へ
る
。
皆
ん
な
で
赤
い
顔
し
て
喰
競
走
〔
競
争
〕
。
パ
リ
ー
君
は
一
番
く
つ
た
。
氏
榮
君
第
二
ら
し

い
。 

今
日
は
一
日
皆
ん
な
発
句
が
出
た
。
高
橋
先
生
の 

堆
肥
積
み 

終
り
て
仰
ぐ 

秋
の
月 

之
ぞ
我
等
の
禊
な
り
け
り 

高
橋
朱
農 

誰
か
の
暗
い
夜
西
瓜
畑
に
影
二
つ
等
や
つ
た 

郵
便
物
の
一
冊
に
山
ノ
内
小
学
校
よ
り
明
日
運
動
会
の
便
あ
り
た
り
。
高
天
ヶ
原
の
勇
士
腕
を
□
し

て
明
日
を
ま
つ
。 

二
伸
、
船
越
、
松
田
、
両
氏
下
山
。
天
地
太
田
之
宇
忠 

 

九
月
二
十
三
日 

晴 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
草
刈
四
名
、
残
西
瓜
取
り
、
□
残
、
午
前
の
整
理
、
九
時
下
山
す
。
山
ノ
内
運

動
会
に
行
く
。
夜
九
時
礼
拝
就
床
。
以
上
。
無
名
氏 

 

九
月
廿
五
日 

雨 

高
山
政
雄 

人
員
十
四
名
、
朝
草
刈
、
須
藤
、
富
樫
、
小
沼
、
杉
浦
の
面
々
、
残
り
四
名
菜
の
間
引
き
、
五
十
嵐
、
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杉
田
炊
事
、
富
樫
君
大
石
田
行
き
。
若
朝
鮮
夫
人
を
牽
い
て
午
前
中
全
員
で
玉
蜀
黍
頭
刈
と
り
。
午

后
雨
激
し
け
れ
バ
道
場
中
に
て
小
豆
さ
や
も
ぎ
。
四
時
前
よ
り
開
墾
地
の
薪
整
理
、
雨
尚
ほ
激
し
く

降
り
て
体
ハ
ビ
ツ
シ
ヨ
濡
れ
。
五
時
半
富
樫
君
、
所
長
先
生
、
坂
野
君
同
伴
登
場
。
夕
餐
は
炊
事
部

の
骨
折
り
に
て
宇
ど
ん
、
う
で
豆
、
薩
摩
芋
等
食
卓
へ
と
賑
し
き
。
薩
摩
芋
は
新
し
く
初
物
と
て
殊

に
お
ふ
〔
い
〕
し
く
食
す
。
九
時
礼
拝
。
氏
家
君
の
病
気
を
案
じ
つ
つ
床
に
就
く
。
以
上
。 

 

九
月
二
十
六
日 

晴
天 

早
川
貞
治 

朝
仕
事
間
引
。
十
時
頃
よ
り
門
外
の
小
豆
も
ぎ
。
午
後
も
同
様
に
テ
ン
ト
北
の
小
豆
も
ぎ
、
高
山
、

小
沼
、
太
田
、
早
川
の
諸
氏
で
行
ふ
。
大
山
、
五
十
嵐
諸
氏
は
所
長
と
共
に
道
場
整
理
。 

人
員
移
動
、
高
橋
先
生
、
須
藤
君
は
氏
家
君
の
病
気
の
た
め
付
そ
ひ
乍
ら
山
形
へ
行
く
。
全
員
十
一

名
。 

 

九
月
二
十
七
日 

晴
天 

小
沼 

朝
仕
事
、
草
刈
と
小
豆
も
ぎ
。
午
前
よ
り
小
豆
も
ぎ
。
午
後
よ
り
小
豆
の
調
整
、
中
曜
よ
り
大
根
間

引
。
九
時
礼
拝
床
に
就
く
。
以
上
。
終
り
。 

 

九
月
廿
八
日 

晴
れ
た
り
曇
た
り 

五
時
起
床
、
非
常
に
寒
ム
シ
。
皇
国
運
動
及
所
長
室
の
そ
う
じ
を
し
て
朝
仕
事
に
取
掛
る
。
菜
の
間

引
、
私
は
兎
の
え
さ
取
と
間
引
と
両
方
し
た
。
朝
食
八
時
半
、
松
田
、
大
山
、
早
川
、
五
十
嵐
諸
兄

草
刈
。
九
時
よ
り
作
業
、
短
期
生
用
の
赤
毛
ふ
等
ほ
す
。
十
時
半
よ
り
小
豆
の
苅
取
り
、
一
時
昼
食
、

二
時
よ
り
作
業
同
し
、
ほ
し
物
の
取
入
れ
。
四
時
半
よ
り
大
山
君
の
手
掛
に
て
に
は
と
り
の
え
さ
造

り
。
六
時
半
夕
食
、
七
時
二
十
分
よ
り
夜
業
。
九
時
半
床
に
就
く
。
太
田
生 

 

九
月
廿
九
日 

晴
後
曇
り 

朝
五
時
起
床
、
朝
仕
事
草
苅
、
五
人
外
菜
の
間
引
。
朝
食
後
毛
布
干
方
後
、
陸
稲
の
脱
穀
、
調
製
、

籾
、
二
石
壱
斗
九
升
収
穫
し
、
午
后
間
前
の
小
豆
一
同
で
苅
取
後
、
小
豆
の
調
製
、
壱
俵
壱
斗
、
黒

小
豆
、
阪
野
、
太
田
君
で
試
験
畑
の
麦
に
覆
土
（
樺
太
式
）
、
夜
業
休
み
、
九
時
床
に
就
く
。 

人
員
移
動
、
松
田
君
帰
宅
す
。 

 

九
月
三
十
日 

小
雨 
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朝
五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
一
同
で
草
苅
、
食
後
作
業
休
み
。
所
長
先
生
、
八
時
に
山
形
に
御
出
発
な

さ
れ
た
。
一
同
見
送
り
後
各
自
に
休
み
ま
し
た
。
午
后
よ
り
叶
内
、
阪
野
で
紀
念
館
の
整
理
を
や
り

ま
し
た
。
九
時
礼
拝
、
床
に
就
き
ま
し
た
。 

人
員
移
動
、
所
長
先
生
、
帰
省
。 

在
場
生
、
九
人
で
す
。
実
に
農
場
も
淋
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

十
月
一
日 

晴 

風 

五
時
起
床
し
朝
仕
事
、
六
人
草
苅
、
叶
内
、
阪
野
で
馬
鈴
薯
の
種
薯
貯
蔵
場
掘
り
方
、
朝
食
後
一
同

で
小
豆
の
苅
取
、
昼
食
後
は
小
豆
の
調
製
、
壱
俵
と
九
升
収
穫
す
。
夕
食
後
七
時
二
十
分
に
船
越
先

生
登
場
し
ま
し
た
。
船
越
先
生
の
御
土
産
を
頂
戴
し
て
先
生
よ
り
山
形
の
御
談
し
御
聴
し
十
時
に
礼

拝
、
床
に
就
き
ま
し
た
。 

人
員
移
〔
移
動
〕
、
船
越
先
生
登
場
す
。
南
村
山
郡
本
庄
村
の
短
期
生
登
場
し
。 

 

十
月
二
日 

晴
れ 

初
霜 

五
時
起
床
し
五
人
草
苅
、
富
樫
、
阪
野
は
炭
釜
〔
窯
〕
よ
り
初
て
出
ま
し
た
。
約
拾
〆
程
朝
食
後
南

瓜
西
瓜
の
収
穫
、
宿
舎
の
掃
除
、
蚤
退
治
を
や
り
ま
し
た
。
一
同
で
午
后
は
小
豆
の
調
製
、
四
升
二

人
で
外
は
神
宮
裏
の
新
開
地
の
小
豆
の
苅
取
り
、
夜
業
玉
蜀
黍
の
干
燥
準
備
、
九
時
半
礼
拝
、
床
に

就
き
。 

人
員
移
動
、
松
田
君
登
場
す
。 

 

十
月
三
日 

曇
り
後
雨 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
は
草
苅
五
人
、
富
樫
、
阪
野
は
大
石
田
行
き
準
備
、
午
前
玉
蜀
黍
収
穫
、
大
豆

畑
の
畦
の
整
理
、
堆
肥
積
み
、
午
后
も
堆
肥
積
み
、
富
樫
、
阪
野
、
大
石
田
に
小
豆
送
り
に
牛
に
て

行
き
（
壱
俵
黒
小
豆
）
、
鈴
木
練
太
郎
氏
に
送
り
、
夜
業
休
み
。 

人
員
移
動
、
高
橋
先
生
登
場
す
。 

 

十
月
四
日 

曇
り
後
雨 

五
時
起
床
、
朝
仕
事
、
草
苅
、
干
燥
木
取
り
（
玉
蜀
黍
用
の
□
）
、
食
後
蕎
麦
苅
、
船
越
先
生
外
二
名
、

玉
蜀
黍
の
干
燥
場
作
り
、
午
后
は
高
橋
先
生
外
二
名
、
蕎
麦
苅
、
外
一
同
で
小
豆
収
穫
。
夜
業
、
玉

蜀
黍
干
燥
準
備
、
九
時
礼
拝
、
床
就
□
。 
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人
員
移
動
、
丹
野
君
登
場
す
。 

 

十
月
五
日 
曇
り 

朝
仕
事
、
草
苅
、
□
太
式
の
麦
の
覆
土
す
。
玉
蜀
黍
の
乾
燥
掛
方
。
食
后
皆
ん
な
朝
晴
に
□
桑
狩
り

と
し
や
れ
こ
ん
で
行
く
。
そ
の
実
ア
キ
ビ
取
り
に
行
つ
た
。
□
□
大
い
な
る
傑
作
を
出
し
て
帰
り
来

る
。
登
山
袋
に
服
の
ホ
ケ
ツ
ト
〔
ポ
ケ
ッ
ト
〕
に
風
呂
敷
に
、
得
物
ど
つ
さ
り
。
炊
事
、
高
山
五
十

嵐
に
感
謝
せ
る
。 

 

十
月
六
日 

曇
り
雨 

朝
仕
事
、
草
刈
り
、
玉
蜀
黍
の
掛
方
。
午
前
一
同
で
外
掃
除
、
便
所
、
紀
念
館
の
掃
除
。
午
後
は
牛

舎
の
肥
出
し
。
以
上
五
名
他
、
玉
蜀
黍
、
黒
大
豆
の
収
穫
。
夜
業
、
ト
ホ
モ
ロ
コ
シ
の
乾
燥
準
備
。

九
時
礼
拝
。 

 

十
月
七
日 

雨
降
り 

朝
仕
事
、
草
刈
、
玉
蜀
黍
の
掛
方
、
炭
出
し
。
午
前
後
、
玉
蜀
黍
の
乾
燥
準
備
す
。
高
橋
先
生
外
三

名
、
鶏
〔
つ
く
り
が
隹
〕
の
料
理
す
。
食
卓
は
に
ぎ
わ
ふ
。 

人
員
移
動
、
船
越
先
生
下
場
、
会
田
俊
夫
兄
登
場
。 

 

十
月
八
日 

雨
降
り 

朝
高
橋
先
生
の
下
に
武
道
。
午
前
中
、
小
豆
も
ぎ
、
藁
仕
事
。
午
後
開
墾
。 

人
員
移
動
、
浅
野
、
岡
崎
両
兄
登
場
。
以
上 

 

十
月
九
日 

月
曜
日
〔
火
曜
日
〕 

晴 

丹
野 

朝
五
時
起
床
、
皇
国
運
動
を
し
て
朝
仕
事
に
テ
ン
ト
の
倒
れ
た
の
を
お
こ
し
草
刈
り
を
し
て
ト
キ
ビ

を
か
け
て
朝
食
。
午
前
中
は
僕
と
富
樫
君
と
で
鎕
鍬
〔
唐
鍬
？
〕
を
修
繕
し
、
其
の
他
は
玉
蜀
黍
の

か
ら
で
以
て
堆
肥
を
積
み
。
午
后
よ
り
開
墾
を
や
り
中
休
み
に
西
瓜
を
食
ひ
、
上
つ
て
夕
食
後
玉
蜀

黍
あ
み
を
、
夜
業
を
や
り
就
床
。
川
口
君
登
場
。 

 

十
月
十
日 

水
曜
日 

晴 

早
川
貞
治 

起
床
六
時
、
本
日
は
休
日
を
以
て
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
を
成
し
て
作
業
終
る
。
仕
事
、
草
刈
、
道
場
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舎
外
の
整
理
等
成
り
。 

人
員
移
動
な
し
。 

夜
は
寮
歌
練
習
を
な
し
九
時
就
床
。
イ
タ
チ
取
り
を
ソ
バ
畑
の
傍
に
仕
掛
く
。
終
り
。 

 

十
月
十
一
日 

木
曜
日 
小
沼 

起
床
五
時
、
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
、
草
刈
と
玉
蜀
黍
の
整
理
。
朝
食
。
午
前
玉
蜀
黍
の
整
理
、
十
時

半
よ
り
大
麦
の
土
か
け
。
昼
食
。
午
前
よ
り
開
墾
を
や
り
中
休
み
に
西
瓜
を
食
ひ
上
い
て
夕
食
。
吉

田
君
の
菓
を
頂
く
。
九
時
就
床
、
吉
田
君
登
場
。
終
り
。 

 

昭
和
三
年
十
月
十
二
日 

金
曜
日 

太
田
宇
忠 

皇
国
運
動
を
し
て
朝
仕
事
に
取
掛
る
。
草
刈
大
麦
の
土
入
れ
を
す
る
（
朝
仕
事
）
。
礼
拝
し
て
食
事
。

九
時
よ
り
作
業
、
大
麦
の
土
入
れ
、
全
員
に
て
す
。
後
午
は
開
墾
、
六
時
半
夕
食
。
九
時
礼
拝
就
床
。 

 

十
月
十
三
日 

土
曜
日 

曇
り 

五
十
嵐 

朝
仕
事
、
草
刈
、
残
り
全
部
、
沢
庵
大
根
の
引
き
抜
き
、
坂
野
兄
、
五
十
嵐
、
試
験
用
の
馬
鈴
薯
掘

り
。
午
前
中
大
根
の
仕
末
、
午
後
は
開
墾
す
、
残
念
な
が
ら
少
し
く
残
す
。
中
休
み
の
西
瓜
畑
に
於

け
る
宴
は
に
ぎ
は
し
。 

 

十
月
十
四
日 

時
雨 

會
田 

今
朝
カ
ラ
雨
降
リ
、
道
場
デ
皇
国
運
動
。
行
啓
記
念
ノ
朝
、
反
省
ス
ベ
ク
、
朝
仕
事
ノ
時
間
ヲ
シ
テ

五
ツ
ノ
宿
題
ノ
下
ニ
午
前
中
大
根
ヒ
マ
ハ
リ
等
ノ
整
理
、
昼
ニ
ハ
密
接
ナ
関
係
ア
ル
今
日
ヲ
祝
フ
タ

メ
、
高
橋
先
生
ノ
鳥
肉
飯
ニ
舌
鼓
ヲ
打
チ
、
午
後
昨
日
残
リ
シ
開
墾
、
記
念
館
前
ノ
打
起
シ
ハ
一
気

呵
成
ニ
夕
方
マ
デ
粟
刈
取
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ノ
収
穫
、
夜
食
後
、
坂
野
君
ガ
御
馳
走
ナ
ル
サ
ツ
マ
イ
モ
、

マ
ン
ヂ
ユ
ウ
、
枝
豆
ヲ
卓
上
ニ
飾
リ
ツ
ヽ
高
橋
先
生
ヨ
リ
当
時
ノ
今
日
、
記
念
講
演
ア
リ
マ
シ
タ
。

皆
感
激
ニ
燃
ユ
。
十
時
就
床
。 

寒
ク
ナ
ツ
タ
去
ツ
テ
来
タ
ル
秋
雨
一
瞬
一
瞬
一
風
毎
ニ
身
ニ
シ
ム
。
低
雲
東
ヘ
東
ヘ
ト
走
ル
。
雲
間

カ
ラ
洩
ル
光
ノ
温
カ
サ
、
光
ニ
映
ズ
ル
葉
山
三
枚
半
、
朝
晴
ノ
紅
葉
、
真
紅
殺
風
ナ
冬
モ
来
ル
ノ
ダ
。

同
志
ヨ
吾
等
ハ
湧
カ
ソ
ウ
血
潮
ヲ
、
秋
ノ
紅
葉
ノ
様
ニ
、
ソ
シ
テ
無
味
ナ
暗
憂
鬱
ナ
冬
ノ
日
ナ
キ
永

ク
燃
エ
テ
ハ
弥
栄
ノ
道
ヲ
研
究
メ
ヨ
ウ
。 
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拾
月
拾
五
日 

晴 

五
時
起
床
、
禊
を
な
し
皇
国
運
動
。
朝
仕
事
第
二
班
草
刈
、
残
は
農
場
入
口
よ
り
漸
次
麦
ふ
み
。 

作
業
、
全
員
に
て
東
の
北
新
墾
地
の
そ
ば
こ
き
。
次
に
第
二
班
は
麦
ふ
み
、
第
一
班
粟
か
け
、
第
三

班
粟
か
り
。
午
後
第
一
班
は
薪
入
れ
、
他
は
東
の
中
央
新
墾
地
の
薪
整
理
、
同
運
搬
。 

 

拾
月
拾
六
日 

晴 

朝
仕
事
は
第
三
班
草
刈
に
薪
せ
を
い
を
な
す
。
午
前
中
全
部
萱
刈
す
。
午
后
よ
り
肥
出
し
に
菜
の
間

引
を
し
て
夕
方
薪
せ
お
い
を
な
す
。
夕
食
後
研
究
会
あ
り
た
り
。
九
時
礼
拝
、
床
に
つ
く
。
終
り
。 

 

十
月
十
七
日 

水
曜 

曇
時
々
雨 

朝
仕
事
第
一
班
草
刈
、
他
は
蕎
麦
刈
り
。
午
前
全
員
に
て
朝
霽
山
麓
の
そ
ば
か
り
、
午
後
先
ず
蕎
麦

か
け
、
粟
の
葉
刈
り
、
白
菜
う
で
、
同
掛
け
、
或
は
唐
ぐ
わ
の
整
理
等
雑
仕
事
。 

人
員
移
動
、
坂
野
、
大
山
君
下
場
。 

八
時
就
床
。 

 

十
月
十
八
日 

木
曜 

曇 

三
時
半
起
床
、
禊
を
な
し
朝
食
。
四
時
半
農
場
出
発
、
山
ノ
内
迄
暗
し
。
八
時
三
十
六
分
袖
崎
発
、

車
中
富
樫
、
坂
本
君
等
と
会
す
。
北
山
形
に
て
下
車
、
直
に
講
習
所
に
行
く
。
一
時
半
よ
り
三
時
半

ま
で
県
会
議
事
堂
に
於
て
大
川
周
明
先
生
の
日
本
精
神
の
確
立
と
題
し
徒
に
事
情
の
異
れ
る
外
国
に

於
て
生
み
出
さ
れ
た
る
外
国
の
思
想
に
か
ぶ
る
ゝ
こ
と
な
く
、
古
来
よ
り
存
す
る
日
本
精
神
を
御
大

典
を
挙
げ
さ
せ
ら
る
ゝ
此
際
、
特
に
確
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
お
話
を
聴
く
。
四
時
―
五
時
本
所

に
於
て
大
川
先
生
の
張
学
良
と
の
会
見
談
茶
話
会
等
あ
り
。
講
習
生
の
来
聴
す
る
も
の
多
し
。 

 

十
月
十
九
日 

金
曜 

曇 

六
時
起
床
、
禊
を
な
し
室
内
外
の
掃
除
、
皇
国
運
動
。
八
時
半
よ
り
道
場
に
於
て
第
十
三
期
生
修
了
、

紀
念
事
業
の
相
談
、
大
体
金
参
百
円
を
以
て
大
神
宮
改
築
案
に
決
定
。
内
金
弐
百
円
を
卒
業
生
よ
り

寄
付
募
集
に
す
る
事
に
決
す
。
拾
時
十
分
北
山
形
発
、
途
中
天
童
に
て
下
車
し
養
鶏
産
業
品
評
会
見

学
、
一
汽
車
後
れ
て
袖
崎
二
時
着
、
赤
石
に
て
休
憩
、
渡
を
渡
り
て
行
く
。
太
田
君
風
邪
け
な
り
。

高
橋
先
生
、
叶
内
、
堀
、
富
樫
君
等
為
に
後
れ
て
登
場
、
僕
、
川
口
、
小
沼
君
、
途
中
迄
出
迎
。
太

田
君
床
に
つ
く
。 
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十
月
廿
日 

土
曜 

曇 

朝
仕
事
、
僕
、
富
樫
、
早
川
君
は
草
刈
、
他
は
甘
藷
間
引
、
午
前
高
橋
先
生
等
山
ノ
内
に
至
り
て
陸

稲
の
も
み
す
り
、
原
〔
玄
〕
米
四
斗
四
升
と
る
。
残
は
第
二
寄
宿
舎
の
整
理
等
し
、
甘
藷
ほ
り
。
午

后
大
神
宮
西
の
大
豆
か
り
。
大
石
田
小
学
校
生
徒
、
先
生
三
名
以
下
二
十
六
名
登
場
、
夜
第
二
寄
宿

舎
に
於
て
高
橋
先
生
の
お
話
を
き
く
。
須
藤
、
荒
木
、
岡
崎
、
松
田
登
場
。 

 

十
月
二
十
一
日 

日
曜 

雨 

朝
仕
事
、
僕
と
小
沼
君
、
草
刈
、
他
は
初
杉
苗
ほ
り
、
後
甘
藷
ほ
り
。 

作
業
、
午
前
午
后
共
に
甘
藷
ほ
り
。
大
石
田
生
徒
は
第
二
寄
宿
舎
に
於
て
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
の
だ
つ
粒
。

一
時
半
下
場
。
本
日
甘
し
よ
、
大
根
等
買
数
十
名
来
場
。
所
長
、
大
山
君
登
場
。 

 

拾
月
弐
拾
日 

曇 

松
田 

朝
皇
国
運
動
を
行
ひ
、
全
員
に
て
甘
藷
ほ
り
を
や
る
。
二
、
三
名
に
て
生
産
物
買
ひ
に
来
た
連
中
に

販
売
。
朝
食
後
も
直
ぐ
朝
仕
事
と
同
じ
に
甘
藷
掘
り
及
び
販
売
、
藁
山
と
つ
ま
る
。
昼
よ
り
は
全
員

に
て
大
豆
苅
を
や
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
運
ん
で
コ
ー
ト
に
立
て
る
。
夜
八
時
よ
り
寮
歌
練
習
あ
り
。

叶
内
、
富
樫
両
兄
、
鮮
牛
を
引
い
て
大
石
田
行
き
。
人
員
移
動
な
し
。 

月
の
歩
み
は
早
い
。
あ
は
た
ゞ
し
く
過
ぎ
て
行
く
今
日
此
頃
…
…
。
農
場
も
紅
葉
に
包
ま
れ
て
葉
山

お
ろ
し
の
冷
た
い
風
が
お
そ
う
て
来
る
。
も
う
直
ぐ
だ
。
テ
ー
プ
が
見
へ
る
。
全
力
を
つ
く
そ
う
。

ラ
ス
ト
、
へ
ー
ビ
ー
だ
。
そ
し
て
世
の
中
の
立
つ
土
台
を
作
ら
う
。 

 

十
月
二
十
三
日 

曇
少
雨 

朝
皇
国
運
動
、
朝
仕
事
全
員
両
圃
場
大
豆
刈
り
。
午
前
道
場
裏
の
葫
〔
胡
〕
麻
苅
り
。
午
后
試
験
園

の
菜
の
間
引
、
豌
豆
播
種
。
丹
野
、
荒
木
、
豚
箱
作
る
。
夜
業
所
長
、
富
樫
、
荒
木
、
回
転
棒
作
り
、

他
は
菜
編
み
。 

 

十
月
二
十
四
日 

曇 

朝
仕
事
、
杉
苗
掘
り
。
午
前
叶
内
、
堀
、
松
田
、
荒
木
、
杉
浦
、
岡
崎
、
豚
運
搬
。
午
前
九
時
富
並

小
学
校
五
年
以
上
男
女
共
二
百
六
名
登
場
、
長
期
生
と
共
に
粟
も
み
、
玉
蜀
黍
脱
粒
、
菜
間
引
等
な

す
。
午
后
三
時
さ
つ
ま
い
も
御
馳
走
し
て
下
場
。
夜
業
縄
綯
ひ
菜
編
み
、
丹
野
君
下
場
。 
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十
月
二
十
五
日 

晴 

朝
仕
事
甘
藷
掘
り
、
大
根
、
菜
掛
け
、
午
前
馬
鈴
薯
貯
蔵
、
大
豆
調
製
、
大
豆
刈
り
。
午
后
同
様
、

松
田
、
荒
木
、
富
並
、
寺
崎
大
□
ひ
に
宿
り
て
豚
運
搬
、
亀
井
田
に
て
萩
野
出
迎
ひ
の
馬
車
、
新
野
、

青
木
両
君
に
渡
す
。
夜
業
と
ぎ
み
〔
玉
蜀
黍
？
〕
脱
粒
、
縄
綯
ひ
、
船
越
先
生
九
時
頃
登
場
。 

 

十
月
二
十
六
日 

快
晴 

朝
仕
事
、
吉
田
、
早
川
、
松
田
、
大
根
抜
き
、
他
は
道
場
整
理
。
午
前
テ
ン
ト
道
場
整
理
、
大
根
乾

し
、
船
越
先
生
、
荒
木
、
道
場
入
口
に
棚
作
る
。
午
后
大
豆
調
製
、
夕
方
お
そ
く
迄
や
る
。
夜
業
な

は
な
ひ
、
玉
蜀
黍
脱
粒
、
細
谷
、
草
刈
、
黒
澤
、
高
橋
登
場
、
高
橋
先
生
、
須
藤
助
手
、
杉
浦
（
三

時
頃
）
下
場
。 

 

十
月
二
十
七
日 

晴 

朝
仕
事
、
大
根
抜
き
、
山
羊
小
屋
、
道
場
整
理
。
午
前
大
豆
調
製
五
俵
二
斗
、
蕎
麦
打
ち
お
こ
し
、

午
后
同
様
。
夕
方
四
五
名
、
神
宮
裏
の
大
豆
刈
り
。
東
村
山
郡
鈴
川
村
青
年
幹
部
長
谷
川
先
輩
以
下

七
名
、
坂
野
助
手
登
場
。
夜
は
記
念
館
に
於
て
茶
話
会
、
細
谷
市
見
氏
も
下
場
。 

 

十
月
二
十
八
日 

快
晴 

朝
仕
事
全
員
玉
蜀
黍
脱
粒
、
午
前
記
念
杉
植
林
、
鈴
川
青
年
幹
部
も
な
す
。
午
后
所
長
一
派
蕎
麦
打

ち
、
甘
藍
収
穫
、
船
越
一
派
稗
苅
り
き
び
刈
り
、
大
根
抜
き
。
午
后
鈴
川
青
年
幹
部
下
場
。 

 

十
月
二
十
九
日 

雨 

朝
仕
事
、
記
念
植
林
。
午
前
雨
が
降
つ
た
の
で
畑
に
あ
る
大
豆
道
場
に
入
れ
た
。
後
記
念
植
林
杉
終

了
。
午
后
三
時
迄
す
。
午
后
道
場
整
理
、
な
わ
な
ひ
等
、
八
時
半
迄
。
夜
業
せ
ず
。 

 

十
月
卅
日 

曇
り 

朝
皇
国
運
動
の
後
、
一
同
縄
な
ひ
致
し
た
り
、
食
後
紀
念
植
林
。
時
々
風
に
ま
じ
り
て
雨
降
り
、
寒

き
事
一
通
り
な
ら
ず
。
午
後
よ
り
も
相
同
じ
な
り
。
午
後
六
時
頃
迄
致
し
て
終
り
た
り
。
夜
業
一
同

縄
な
ひ
致
し
九
時
礼
拝
し
て
寝
に
付
く
。 
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十
月
卅
一
日 

葉
山
颪
し
の
寒
風
を
頬
に
受
け
て
禊
す
る
。
寒
暖
計
の
低
温
は
葉
山
、
朝
張
山
〔
朝
霽
山
？
〕
の
雪

に
原
因
し
て
い
た
。
箕
に
身
体
を
包
ん
で
作
業
に
取
り
か
ゝ
る
。
朝
仕
事
、
松
の
植
林
。
午
前
中
尚

ほ
引
き
続
き
松
の
植
林
、
総
数
約
一
千
五
六
百
本
。
此
の
冷
た
さ
で
は
ヤ
リ
キ
レ
ヌ
と
い
ふ
声
の
其

処
此
処
で
し
て
、
兎
に
か
く
釜
の
前
は
賑
は
ふ
。
午
后
は
麦
畑
の
土
入
れ
、
踏
み
方
、
眼
に
余
る
青

麦
も
五
時
前
に
は
全
部
仕
終
へ
た
。
夜
業
な
し
。
旅
行
の
一
件
に
つ
き
相
談
あ
り
た
り
。 

 

十
一
月
一
日 

木
曜 

初
雪 

曇 

白
雪
約
一
寸
農
場
を
覆
ふ
。
寒
し
。
禊
を
な
し
道
場
に
於
て
き
び
も
み
作
業
、
馬
屋
出
し
、
干
大
根
、

干
菜
入
れ
、
人
糞
尿
く
み
等
。
午
后
Ｃ
圃
場
燕
麦
跡
作
の
蕎
麦
刈
り
。
後
道
場
に
於
て
大
豆
こ
き
完

了
。 

人
員
移
動
、
川
口
下
場
、
須
藤
、
堀
、
松
田
登
場
。 

 

十
一
月
二
日 

金
曜 

曇 

霜
白
し
、
皇
国
運
動
を
な
し
道
場
に
於
て
葫
麻
え
り
、
大
根
つ
け
等
な
す
。 

午
前
萱
か
り
雪
か
こ
い
等
な
す
。
袖
崎
小
学
生
遠
足
が
て
ら
に
来
場
。
午
后
大
豆
調
製
葫
麻
落
し
等
。

夜
茶
話
会
、
所
長
先
生
の
農
場
に
於
け
る
本
年
最
終
の
訓
話
、
岡
崎
、
浅
野
君
の
琵
琶
、
浪
花
節
あ

り
。
甚
盛
会
な
り
き
。 

 

十
一
月
三
日 

土
曜 

雨 

明
治
節 

雨
降
る
、
朝
仕
事
、
杉
植
林
七
百
本
余
。
午
前
大
神
宮
建
立
地
に
石
を
運
搬
し
地
な
ら
し
。
地
鎮
祭
、

昼
食
は
餅
。
人
員
移
動
、
所
長
先
生
、
高
橋
、
下
場
。 

 

十
一
月
四
日 

日
曜
日 

晴 

み
ん
な
下
場
、
萩
野
に
行
く
。
吉
田
茂
、
阪
本
、
堀
、
高
山
、
帰
宅
。
残
留
隊
は
須
藤
、
阪
野
、
両

助
手
を
先
頭
に
松
田
、
叶
内
、
富
樫
、
大
山
、
小
沼
、
太
田
、
五
十
嵐
、
諸
兄
、
一
騎
当
千
の
勇
士

の
み
。
千
秋
楽
に
近
い
一
日
は
キ
ヤ
ベ
ツ
取
り
雪
除
。
午
后
薪
入
れ
、
叶
内
、
富
樫
両
兄
、
富
並
行

き
。
夜
業
は
大
豆
打
ち
、
俵
あ
み
、
以
上
。 

所
感
、
急
に
淋
し
く
な
り
ぬ
。
葉
山
の
峯
が
白
く
な
り
行
く
が
如
く
に
再
び
見
な
い
農
場
に
さ
ら
ば

告
ぐ
る
。
人
々
を
見
送
る
弥
栄
の
声
は
小
な
れ
ど
行
手
は
輝
く
。
行
け
行
け
希
望
の
彼
岸
へ
。
以
上
。 
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拾
一
月
拾
日 

雪
、
雨
、
雪 

御
大
典 

松
田
節
郎 

昨
夜
の
雨
風
が
朝
起
き
た
ら
雪
に
変
つ
て
居
て
、
五
十
嵐
兄
と
二
人
で
荷
作
り
を
や
る
。
須
藤
兄
が

炊
事
を
や
る
。
朝
食
後
、
井
上
兄
が
奉
仕
者
を
連
れ
て
富
並
行
き
で
此
の
寒
さ
に
と
思
ふ
と
心
か
ら

感
謝
の
念
に
打
た
れ
る
。
俺
達
は
三
人
で
牛
舎
と
鶏
舎
、
兎
、
山
羊
の
堆
肥
出
し
て
積
む
。
三
人
し

て
だ
か
ら
思
ふ
様
に
は
か
ど
ら
ぬ
。
手
と
云
は
ず
頭
と
云
は
ず
、
霙
や
雪
に
た
ゝ
か
れ
て
閉
口
し
た
。

併
し
だ
ん
だ
ん
や
つ
て
居
た
ら
、
足
も
手
も
何
も
か
も
堆
肥
の
熱
で
ぽ
か
ぽ
か
に
あ
た
〔
あ
た
た
〕

ま
つ
た
。
一
心
に
働
け
ば
何
を
や
つ
て
も
運
が
開
く
と
か
な
ん
と
か
色
々
考
へ
た
。 

割
に
早
く
終
つ
た
。
昼
食
は
一
時
過
ぎ
だ
つ
た
け
ど
、
そ
れ
か
ら
ぬ
れ
た
着
物
を
乾
し
た
り
休
ん
だ

り
し
て
須
藤
兄
は
雑
整
理
、
俺
と
五
十
嵐
兄
は
炊
事
し
た
り
整
理
し
た
り
。
夜
、
俺
に
は
今
年
の
最

後
の
夜
と
し
て
の
想
い
出
に
大
枚
二
十
銭
づ
ゝ
で
茶
話
会
を
俺
達
四
人
で
静
か
に
併
愉
快
に
や
つ
た
。 

感
想 

雪
が
降
つ
た
。
何
時
か
は
明
日
の
来
る
の
を
待
つ
て
居
た
。
明
日
十
一
日
で
は
な
く
と
も
早
く
明
日

の
様
に
里
に
下
る
の
を
待
つ
て
居
た
。
併
、
か
へ
る
に
の
が
、
明
日
に
も
な
つ
て
み
れ
ば
二
た
年
の

故
郷
を
離
れ
る
の
は
心
が
残
る
。
□
智
で
は
あ
る
が
誰
も
が
云
ふ
で
あ
ら
う
、
此
の
言
葉
を
。「
も
う

少
し
、
せ
め
て
も
う
少
し
で
も
一
心
に
や
れ
ば
良
か
つ
た
」
。
俺
も
亦
痛
切
に
感
ず
る
。
せ
め
て
も
う

少
し
や
れ
ば
良
か
つ
た
と
。
今
じ
つ
と
考
へ
る
と
、
感
傷
的
な
心
と
共
に
此
ん
な
や
あ
ん
な
心
持
が

も
つ
れ
あ
つ
て
泣
き
た
い
様
な
気
持
に
な
る
。
果
し
て
何
を
背
負
つ
て
か
へ
る
ん
だ
ら
う
と
思
つ
て

…
…
。
カ
ア
ル
・
ブ
ツ
セ
の
様
に
俺
は
幸
ひ
を
拾
ひ
に
心
の
農
場
に
来
た
ん
だ
あ
〔
じ
ゃ
あ
〕
な
い
。

併
し
何
も
の
も
得
ず
て
持
つ
も
の
何
も
な
く
か
へ
る
所
だ
け
は
今
の
気
持
だ
け
は
カ
ア
ル
・
ブ
ツ
セ

の
詩
と
同
じ
な
気
が
す
る
。
〔
上
田
敏
訳
『
海
潮
音
』
の
訳
を
付
け
て
お
く
〕 

山
の
あ
な
た
の
空
遠
く
〔
山
の
あ
な
た
の
空
遠
く
〕 

幸
住
む
と
人
の
云
ふ
〔
「
幸
」
住
む
と
人
の
い
ふ
。
〕 

あ
ゝ
我
一
人
訪
ね
行
き
〔
噫
、
わ
れ
ひ
と
と
尋
め
ゆ
き
て
、
〕 

涙
さ
し
ぐ
み
か
へ
り
来
ん
〔
涙
さ
し
ぐ
み
、
か
へ
り
き
ぬ
。
〕 

山
の
あ
な
た
の
空
遠
く
〔
山
の
あ
な
た
に
な
ほ
遠
く
〕 

幸
住
む
と
人
の
云
ふ
〔
「
幸
」
住
む
と
人
の
い
ふ
。
〕 


